
Title 後期マムルーク朝有力官僚と聖地 :
ザイン・アッ=ディーン・イブン・ムズヒルの巡礼とハラマインにおける慈善

Sub Title Zayn al-Dīn ibn Muzhir's pilgrimages and charitable achievements in al-Ḥaramayn
Author 太田 (塚田), 絵里奈(Ōta (Tsukada), Erina)

Publisher 三田史学会
Publication year 2019

Jtitle 史学 (The historical science). Vol.88, No.2 (2019. 4) ,p.23(187)- 52(216) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00100104-20190400-

0023

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

）

二
三　
（

一
．
序
論

　

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
（
一
二
五
〇
〜
一
五
一
七
年
）
を
通
じ
、
ヒ

ジ
ャ
ー
ズ
地
方
に
位
置
す
る
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ
の
両
聖
地
は
、

ト
ル
コ
・
チ
ェ
ル
ケ
ス
系
の
マ
ム
ル
ー
ク
軍
人
に
よ
る
統
治
の
正

統
性
を
保
証
す
る
た
め
の
極
め
て
重
要
な
拠
点
で
あ
り
続
け
た
。

「
両
聖
地
の
僕
（
ハ
ー
デ
ィ
ム
・
ア
ル
＝
ハ
ラ
マ
イ
ン khā dim

 
al-Ḥ aram

ayn

）」
を
自
称
す
る
歴
代
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル

タ
ー
ン
は
、
キ
ス
ワ
（
カ
ア
バ
神
殿
の
黒
布
）
の
送
付
権
を
保
持

し
、
巡
礼
路
の
安
全
を
組
織
的
に
確
保
す
る
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
ー

ム
諸
国
に
広
く
そ
の
優
越
性
を
誇
示
す
る
と
と
も
に
、
同
地
に
対

す
る
大
規
模
な
寄
進
を
行
な
い
、
公
正
か
つ
敬
虔
な
統
治
者
像
の

形
成
に
努
め
た
。
ま
た
、
学
都
で
も
あ
っ
た
両
聖
地
は
イ
ス
ラ
ー

ム
圏
全
域
か
ら
ウ
ラ
マ
ー
を
引
き
寄
せ
、「
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル 

m
ujā w

ir

」
と
呼
ば
れ
た
信
仰
と
学
問
に
専
心
す
る
長
期
逗
留
者

を
多
数
抱
え
て
い
た
。

　

近
年
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
巡
礼
、
寄
進
に
基

づ
く
王
権
の
聖
地
に
対
す
る
関
与
や
ウ
ラ
マ
ー
の
聖
地
逗
留
の
実

態
は
明
ら
か
と
な
り
つ
つ
あ（
る
）
1

。
だ
が
、
ア
ラ
ブ
系
文
民
エ
リ
ー

ト
と
し
て
行
政
組
織
の
中
核
を
担
っ
た
官
僚
と
聖
地
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
年
毎
の
巡
礼
団
に
中
心
人
物
と
し
て
名
を
連
ね
た
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
多
く
が
聖
地
滞
在
を
通
じ
て
勉
学
や
善
行
に
励
み
、

な
か
に
は
軍
人
に
匹
敵
す
る
規
模
で
慈
善
事
業
を
展
開
し
た
者
も

い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
動
機
や
聖
地
に
お
け

る
行
動
の
具
体
的
様
相
、
そ
し
て
彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
と
の
関
連
性

一
八
七

後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

─
─
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
の
巡
礼
と

　
　
ハ
ラ
マ
イ
ン
に
お
け
る
慈
善
─
─

太
田（
塚
田
）絵
里
奈



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

二
四　
（

に
つ
い
て
は
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
に
お
け
る
官
僚
と
聖
地
の
関
係
を
解

明
す
る
た
め
の
試
論
と
し
て
、
後
期
（
チ
ェ
ル
ケ
ス
・
）
マ
ム

ル
ー
ク
朝
（
一
三
八
二
〜
一
五
一
七
年
）
末
期
の
最
有
力
官
僚
の

一
人
で
あ
る
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ

ル Zayn al-D
ī n A

bū  Bakr ibn M
uḥ am

m
ad ibn M

uzhir 
al-Q
ā hirī  al-D

im
ashqī  al-A

nṣā rī  al-Shā fi‘ī

（
八
三
一
〜
八
九

三
／
一
四
二
八
〜
一
四
八
八
年
）
の
行
な
っ
た
巡
礼
と
両
聖
地
に

お
け
る
慈
善
・
善
行
に
焦
点
を
当
て
る
。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ

ィ
ー
ン
は
書
記
の
頂
点
で
あ
る
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル

（
文
書
庁
長
官 kā tib al-sirr

）
職
を
二
六
年
間
と
い
う
長
期
に

わ
た
っ
て
担
っ
た
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
期
（
一
四
六
八
〜
一
四
九
六

年
）
の
文
民
行
政
官
で
あ
る
が
、
頻
繁
な
任
免
を
国
策
と
し
た
当

該
時
代
の
官
僚
と
し
て
は
例
外
的（
な
）
2

、「
失
脚
な
き
キ
ャ
リ
ア
」

を
通
じ
て
形
成
し
た
莫
大
な
資
産
を
背
景
に
、
カ
イ
ロ
、
ダ
マ
ス

ク
ス
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
メ
ッ
カ
、
メ
デ
ィ
ナ
と
い
う
領
内
各
都
市

に
お
い
て
大
規
模
な
慈
善
を
展
開
し
た
。
チ
ェ
ル
ケ
ス
期
官
僚
の

慈
善
事
業
に
関
す
る
全
般
的
な
傾
向
は
、
マ
ル
テ
ル
＝
ト
ゥ
ミ
ア

ン
、
ベ
ー
レ
ン
ス
＝
ア
ブ
ー
セ
イ
フ
、
五
十
嵐
ら
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
て
い
る（
が
）
3

、
彼
ら
に
よ
る
慈
善
の
大
部
分
が
首
都
カ
イ
ロ
に

集
中
し
て
お
り
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
を
含
む
多
地
域
に
わ
た
り
文
書
庁

の
官
僚
が
慈
善
を
展
開
し
た
例
は
他
に
み
ら
れ
な（
い
）
4

。
ザ
イ
ン
・

ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
詳
細
な
キ
ャ
リ
ア
及
び
家
族
構
成

が
判
明
し
て
お（
り
）
5

、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
三
度
の
聖
地
巡
礼
を
経

験
し
て
い
る
が
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
と
の
政
治
的
・
職
務
的
関
係
は
確

認
さ
れ
な（
い
）
6

。
そ
の
た
め
、
彼
と
聖
地
と
の
関
わ
り
は
、
巡
礼
と

同
地
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
善
行
の
実
施
が
中
心
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
行
な

っ
た
三
度
の
巡
礼
に
つ
い
て
、
史
料
記
述
の
最
も
豊
富
な
第
三
回

を
中
心
に
、
彼
が
巡
礼
の
随
行
者
と
し
て
選
定
し
た
人
物
と
、
両

聖
地
に
お
け
る
行
動
形
態
に
着
目
し
つ
つ
再
構
成
す
る
。
続
い
て

彼
が
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ
に
展
開
し
た
慈
善
及
び
善
行
を
、
第
三

回
巡
礼
時
と
そ
れ
以
後
の
時
期
に
分
類
し
て
検
討
す
る
。
そ
し
て

聖
地
に
お
け
る
諸
実
践
を
当
人
の
キ
ャ
リ
ア
や
人
的
関
係
と
照
合

し
、
ま
た
そ
れ
ら
に
投
影
さ
れ
た
彼
自
身
の
宗
教
的
指
向
性
を
検

討
す
る
こ
と
で
、
聖
地
に
お
け
る
諸
事
業
・
諸
実
践
が
一
人
の
有

力
官
僚
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
有
し
た
意
義
を
明
ら
か

に
し
た
い
。

一
八
八



後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

）

二
五　
（
一
八
九

二
．
巡
礼

1
．
第
一
回
（
八
五
〇
／
一
四
四
六
―
四
七
年
）・ 

　
　

第
二
回
（
八
六
一
／
一
四
五
七
年
）
巡
礼

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
初
め
て
巡
礼
を
行
な
っ
た
の
は

八
五
〇
／
一
四
四
六
―
四
七
年
で
あ（
る
）
7

。
巡
礼
の
契
機
に
つ
い
て

は
、
当
時
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
で
あ
っ
た
カ
マ
ー

ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
バ
ー
リ
ズ
ィ
ー 

K
am
ā l al-D

ī n M
uḥ am

m
ad ibn al-Bā rizī

（
七
九
六
〜
八
五

六
／
一
三
九
四
〜
一
四
五
二
年
）
か
ら
巡
礼
団
に
加
わ
る
よ
う
提

案
を
受
け
た
た
め
と
あ（
る
）
8

。
カ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
そ

の
妹
で
ス
ル
タ
ー
ン
・
ジ
ャ
ク
マ
ク
（
在
位
一
四
三
八
〜
一
四
五

三
年
）
の
妻
で
あ
る
ム
グ
ル M
ughul

（
八
〇
三
〜
八
七
六
／
一

四
〇
一
〜
一
四
七
二
年
）
と
と
も
に
、
こ
の
年
の
巡
礼
団
に
お
け

る
最
有
力
者
で
あ
っ（
た
）
9

。

　

ム
ズ
ヒ
ル
家
と
バ
ー
リ
ズ
ィ
ー
家
は
と
も
に
ス
ル
タ
ー
ン
・
ム

ア
イ
ヤ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
（
在
位
一
四
一
二
〜
一
四
二
一
年
）
に
よ

っ
て
登
用
さ
れ
た
シ
リ
ア
出
身
の
文
民
エ
リ
ー
ト
家
系
で
あ
り
、

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
父
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン 

Badr al-D
ī n M

uḥ am
m
ad

（
七
八
六
〜
八
三
二
／
一
三
八
四
―

八
五
〜
一
四
二
九
年
、
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
二
世
）
は
、

カ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
エ
ジ
プ
ト
の
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア

ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
に
就
任
し
た
際
、
そ
の
副
官
を
務
め（
た
）
10

。
バ
ド

ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
死
後
、
幼
少
で
あ
っ
た
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
バ
ー
リ
ズ
ィ
ー
家
の
子
弟
と
と
も
に
官
僚
と
し

て
の
専
門
教
育
を
受
け（
た
）
11

。
巡
礼
時
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
は
一
八
歳
で
、
中
央
政
府
に
お
け
る
要
職
に
就
任
し
た
経
験
は

な（
く
）
12

、
カ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
実
質
的
な
彼
の
後
見
人

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
巡
礼
に
は
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
妻
と
な
る
、
カ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の

孫
ズ
バ
イ
ダ Zubayda ibna al-Bahā’  M

uḥ am
m
ad ibn Ḥ ijjī

も
同
行
し
て
お（
り
）
13

、
こ
の
段
階
で
す
で
に
バ
ー
リ
ズ
ィ
ー
家
と
姻

戚
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
巡
礼
に
二
、〇
〇
〇
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
以
上
を
投
じ
、
カ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
を
凌
ぐ
豪

奢
な
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
織
し
た
と
伝
え
ら
れ（
る
）
14

。
バ
ド
ル
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
二
世
及
び
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
長
兄
ジ
ャ
ラ
ー

ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン　

Jalā l al-D
ī n M

uḥ am
m
ad

（
八
一
四

〜
八
三
三
／
一
四
一
一
―
一
二
〜
一
四
三
〇
年
）
が
死
亡
し
て
二

〇
年
近
く
が
経
過
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
潤
沢
な
経
済
基
盤
を
有
し
て
い
た
点
は
、
同
家

に
官
職
の
俸
給
及
び
職
位
に
付
随
す
る
余
得
以
外
の
収
入
源
が
あ



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

二
六　
（

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

二
度
目
の
巡
礼
は
彼
が
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
イ
ス
タ
ブ
ル

（
ス
ル
タ
ー
ン
厩
舎
監
督
官 nā ẓ ir al-isṭ abl

）
と
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・

ア
ル
＝
ジ
ャ
ワ
ー
リ
ー
（
人
頭
税
監
督
官 nā ẓ ir al-jaw

ā lī

）
を

兼
任
し
て
い
た
八
六
一
／
一
四
五
七
年
に
行
な
わ
れ（
た
）
15

。
こ
の
巡

礼
団
で
は
、
当
時
の
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ー
ナ
ー
ル
（
在
位
一
四
五

三
〜
一
四
六
一
年
）
の
妻
で
あ
る
ザ
イ
ナ
ブ Zaynab ibna 

Ḥ asan ibn K
hā ṣṣ  Bak

（
八
八
四
／
一
四
七
九
―
八
〇
年
歿
）

と
そ
の
一
族
、
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
の
ム
ヒ
ッ
ブ
・

ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
ア
シ
ュ
カ
ル M

uḥ ibb 
al-D
ī n M

uḥ am
m
ad ibn al-A

shqar
（
七
八
〇
〜
八
六
三
／
一

三
七
八
―
七
九
〜
一
四
五
九
年
）
ら
が
巡
礼
を
果
た
し（
た
）
16

。
ザ
イ

ナ
ブ
は
国
政
に
介
入
し
、
要
職
に
対
す
る
人
事
権
を
行
使
す
る
な

ど
、
歴
代
の
ス
ル
タ
ー
ン
の
妻
た
ち
の
な
か
で
も
傑
出
し
た
人
物

で
あ
っ
た
が
、
彼
女
が
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
母
親
ハ
デ

ィ
ー
ジ
ャ K

hadī ja ibna A
m
ī r Ḥā jj ibn al-Baysarī

（
八
七

八
／
一
四
七
四
年
歿
）
を
厚
く
重
用
し
た
こ
と
は
、
イ
ー
ナ
ー
ル

期
に
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
要
職
を
歴
任
す
る
要
因
と
な

っ（
た
）
17

。

　

第
一
回
、
第
二
回
の
巡
礼
は
、
父
母
を
通
じ
て
緊
密
な
関
係
に

あ
っ
た
有
力
者
に
同
行
す
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
自
身
の
巡
礼
に
対
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
を
示
す
記
述
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
カ
ー
テ
ィ

ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
職
就
任
後
の
彼
が
三
八
歳
で
行
な
っ
た
三

回
目
の
巡
礼
に
は
、
明
ら
か
な
主
体
性
が
観
察
さ
れ
る
。
そ
の
際
、

彼
は
い
か
な
る
意
図
を
も
っ
て
巡
礼
に
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

2
．
第
三
回
（
八
七
一
／
一
四
六
七
年
）
巡
礼

（
1
）
行
程

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
行
な
っ
た
三
度
目
の
巡
礼
（
八

七
一
／
一
四
六
七
年
）
に
つ
い
て
は
、
大
部
な
名
士
伝
記
集
『
九

世
紀
の
人
々
の
輝
く
光 al-Ḍ aw

’  al-Lā m
i‘  li’ l-A

hl al-Q
arn 

al-T
ā si‘

』
の
著
者
と
し
て
名
高
い
、
歴
史
学
者
・
ハ
デ
ィ
ー
ス

学
者
の
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー Sham

s al-D
ī n M

uḥ am
m
ad al-

Sakhā w
ī

（
八
三
〇
〜
九
〇
二
／
一
四
二
七
〜
一
四
九
七
年
）
が

詳
細
な
記
述
を
残
し
て
い
る
。
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
は
こ
の
第
三
回
巡

礼
時
に
メ
ッ
カ
に
逗
留
し
て
お
り
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
九
〇
年
代
に

は
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
メ
デ
ィ
ナ
に
創
建
し
た
ム
ズ
ヒ

リ
ー
ヤ
学
院 al-M

adrasa al-M
uzhiriyya

に
滞
在
し（
た
）
18

。

　

サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、「
聖
な
る
ア
ッ
ラ
ー
の
住
処
へ
の

巡
礼
、
ま
た
偉
大
な
る
廟
﹇
へ
の
訪
問
﹈
を
達
成
し
た
い
と
熱
望

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、
ス
ル

一
九
〇



後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

）

二
七　
（

タ
ー
ン
・
フ
シ
ュ
カ
ダ
ム
（
在
位
一
四
六
一
〜
一
四
六
七
年
）
に

対
し
て
暇
乞
い
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
巡
礼
と
不
在
時
の
代
理

を
立
て
る
許
可
を
得
た
と
い（
う
）
19

。
し
た
が
っ
て
、
巡
礼
に
対
す
る

希
望
及
び
構
想
は
八
七
一
／
一
四
六
七
年
以
前
か
ら
抱
い
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
諸
史
料
の
記
述
に
従
い
、
そ
の
行
程
及

び
各
地
で
の
実
践
を
時
系
列
的
に
整
理
し
よ
う
。

　

八
七
一
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・
ア
ル
＝
ア
ー
ヒ
ラ
月
二
九
日
／
一

四
六
七
年
二
月
五
日
、
必
要
物
資
を
整
え
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ

ィ
ー
ン
は
、
母
親
ハ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
と
妻
、
子
供
た
ち
を
伴
い
、
煌

び
や
か
な
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
カ
イ
ロ
を
出
立
し（
た
）
20

。
子
供
た
ち
の
な

か
で
同
行
が
確
実
な
の
は
、
後
に
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の

後
継
者
と
な
る
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン Badr al-D

ī n 
M

uḥ am
m
ad

（
八
六
〇
〜
九
一
〇
／
一
四
五
五
―
五
六
〜
一
五

〇
四
年
、
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
三
世
）
で
あ
り
（
後
述
）、

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
妻
は
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
妻
た

ち
の
な
か
で
中
心
的
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
前
述
の
ズ
バ
イ
ダ
で
あ

ろ
う
。

　

カ
イ
ロ
北
東
約
一
〇
キ
ロ
に
位
置
す
る
「
巡
礼
者
の
池 Bir-

kat al-Ḥā jj

」
の
出
発
が
ラ
ジ
ャ
ブ
月
三
日
／
二
月
八
日
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
長
期
的
な
聖
地
逗
留

を
意
図
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ（
る
）
21

。
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
ラ

ク（
ブ
）
22

（
第
一
巡
礼
隊
長 am

ī r al-rakb

）
を
務
め
た
十
人
長
の
ア

ッ
ラ
ー
ン
・
ア
ル
＝
ア
シ
ュ
ラ
フ
ィ
ー ‘ A

llā n m
in Ṭ uṭ ukh al-

A
shrafī

（
八
八
六
／
一
四
八
一
年
歿
）
は
、
巡
礼
を
通
じ
て
ザ

イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
「
小
さ
き
泉
﹇
良
き
助
け
﹈
で
あ
っ

た
」
と
い（
う
）
23

。

　

巡
礼
団
が
メ
デ
ィ
ナ
に
到
着
し
た
日
付
に
言
及
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
同
地
に
は
六
日
間
滞
在
し
た
と
い
う
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
の
言

及
に
基
づ
け
ば
、
到
着
は
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
五
日
／
一
四
六
七
年

三
月
一
二
日
頃
で
あ（
る
）
24

。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
ま
ず
預

言
者
廟
を
訪
問
し
、
メ
デ
ィ
ナ
の
貧
者
た
ち
に
対
す
る
サ
ダ
カ

（
自
発
的
喜
捨 ṣ adaqa

）
を
行
な
っ
た
。
続
い
て
預
言
者
廟
の
修

繕
を
指
示
し
、
預
言
者
と
歴
代
の
カ
リ
フ
に
対
す
る
ド
ゥ
ア
ー

（
祈
願 du‘ā’

）
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
金
曜
日
に
は
説

教
師
と
し
て
預
言
者
モ
ス
ク
の
ミ
ン
バ
ル
（
説
教
壇 m

inbar

）

に
登
壇
し
た
。
公
共
墓
地
バ
キ
ー
ウ
の
訪
問
を
経
て
、
シ
ャ
ア

バ
ー
ン
月
一
一
日
／
一
四
六
七
年
三
月
十
八
日
に
メ
デ
ィ
ナ
を
出

発
し（
た
）
25

。

　

メ
ッ
カ
に
到
着
し
た
の
は
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
六
日
／
三
月
二

三
日
で
あ
っ（
た
）
26

。
大
巡
礼
の
開
始
（
ズ
ー
・
ア
ル
＝
ヒ
ッ
ジ
ャ
月

八
日
／
七
月
一
一
日
）
ま
で
三
カ
月
以
上
余
裕
の
あ
る
日
程
で
あ

り
、
ラ
ジ
ャ
ビ
ー
ヤ
に
よ
る
巡
礼
を
選
択
し
た
目
的
は
こ
の
メ
ッ

一
九
一



史
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二
八　
（

カ
滞
在
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
当
時
メ
ッ
カ
に
滞
在
し
て
い
た

サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
滞
在
中
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
は
ウ
ム
ラ
（
小
巡
礼
）、
タ
ワ
ー
フ
（
カ
ア
バ
神
殿
の
周
回
）、

貧
者
に
対
す
る
サ
ダ
カ
な
ど
の
宗
教
実
践
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
同

地
に
リ
バ
ー
ト
を
設
立
す
る
た
め
の
ワ
ク
フ
を
設
定
し
、
枯
渇
し

て
い
た
バ
ー
ザ
ー
ン
の
泉 ‘ ayn Bā zā n

の
修
復
を
手
掛
け
た
。

ま
た
メ
ッ
カ
在
住
の
ウ
ラ
マ
ー
と
の
交
流
を
深
め
、
タ
サ
ウ
ウ
フ

を
中
心
と
し
た
学
問
に
没
頭
し
た
と
い（
う
）
27

。

　

大
巡
礼
を
終
え
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
ス
ル
タ
ー

ン
・
フ
シ
ュ
カ
ダ
ム
か
ら
復
職
を
要
請
す
る
書
簡
を
受
け
取
り
、

再
度
の
メ
デ
ィ
ナ
訪
問
を
経
て
、
八
七
二
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
二
〇

日
／
一
四
六
七
年
八
月
二
一
日
、「
巡
礼
者
の
池
」
に
帰
還
し（
た
）
28

。

他
の
巡
礼
団
に
先
ん
じ
て
「
壮
麗
な
乗
り
物 m

arkab

で
登
場

し
た
」
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
対
し
、
王
朝
の
名
士
た
ち

が
参
集
し
た
と
あ
り
、
無
事
の
帰
還
を
祝
す
恒
例
の
行
進
が
行
な

わ
れ
た
と
推
定
さ
れ（
る
）
29

。
翌
二
一
日
／
八
月
二
二
日
に
カ
イ
ロ
城

に
登
城
し
、
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
へ
の
復
職
の
ヒ
ル

ア
（
名
誉
の
衣 khil‘ a

）
を
授
与
さ
れ（
た
）
30

。

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
ラ
ジ
ャ
ビ
ー
ヤ
巡
礼
団
と
し
て

本
隊
に
先
ん
じ
て
メ
ッ
カ
に
到
着
し
た
主
な
目
的
の
一
つ
は
、
現

地
ウ
ラ
マ
ー
と
の
学
的
交
流
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
ッ
カ

に
比
し
て
メ
デ
ィ
ナ
で
の
滞
在
は
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
以
下
で

詳
述
す
る
通
り
、
メ
デ
ィ
ナ
に
お
い
て
も
大
規
模
な
慈
善
・
善
行

が
実
施
さ
れ
た
。
行
程
及
び
各
聖
地
で
の
実
践
を
総
合
す
れ
ば
、

預
言
者
廟
の
修
繕
は
事
前
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
の
み
達

成
可
能
な
諸
実
践
及
び
学
問
修
得
を
重
視
し
た
結
果
、
メ
ッ
カ
滞

在
に
比
重
を
置
い
た
旅
程
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）  

同
行
者

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
組
織
し
た
巡
礼
団
に
は
、
血
縁

者
の
ほ
か
、
彼
と
個
人
的
関
係
の
深
い
多
数
の
ウ
ラ
マ
ー
、
官
吏
、

ス
ー
フ
ィ
ー
ら
が
含
ま
れ
て
い
た
。
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、

ウ
ラ
マ
ー
、
有
徳
の
人
々 al-fuḍ alā’

、
聖
者
た
ち al-ṣ ulaḥā’

、

ム
ワ
ッ
キ
ウ
（
書
記 m

uw
aqqi‘

）・
ム
バ
ー
シ
ル
（
執
達
吏 

m
ubā shir

）
ら
吏
員
た
ち
、
そ
の
他
の
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、

ハ
マ
ー
の
人
々
が
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
と
と
も
に
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
「
善
行
と
慈
善
に
よ
っ

て
、
諸
般
の
面
倒
を
見
て
い
た
人
々
」
で
あ
っ
た
と
い（
う
）
31

。
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
自
身
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
や
影
響
下
に
あ

っ
た
人
々
を
選
定
し
、
部
分
的
に
せ
よ
、
彼
ら
の
巡
礼
に
関
わ
る

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
で
随
行
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
で
は
、
同
時
代
の
年
代
記
、
名
士
伝
記
集
を
通
じ
、
ヒ
ジ

一
九
二



後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

）

二
九　
（

ュ
ラ
暦
八
七
一
年
に
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
巡
礼
団
（
ラ

ジ
ャ
ビ
ー
ヤ
）
で
巡
礼
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
人
物
に
つ
い
て

概
観
す
る
。

a
．
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
関
係
者

　

メ
ッ
カ
在
住
の
歴
史
家
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
フ
ド　

N
ajm

 al-D
ī n 

‘ U
m
ar ibn Fahd al-H

ā shim
ī  al-M

akkī

（
八
一
二
〜
八
八
五
／

一
四
〇
九
〜
一
四
八
〇
年
）
は
、
こ
の
年
に
メ
ッ
カ
に
到
着
し
た

巡
礼
者
に
関
す
る
言
及
の
な
か
で
、
そ
の
最
有
力
者
は
ザ
イ
ン
・

ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
で
あ
り
、
子
供
た
ち aw
lā d

、
母
親
（
一
覧

②
）、
妻
、
幼
児
た
ち ‘ iyā l

を
伴
っ
た
と
述
べ（
る
）
32

。
こ
こ
で
言
及

さ
れ
る
子
供
と
は
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
三
世
（
一
覧
①
）

の
ほ
か
、
長
男
サ
ア
ド
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン Sa‘ d (Burhā n) al-

D
ī n Ibrā hī m

（
八
九
五
／
一
四
九
〇
年（
歿
）
33

）、
後
に
ス
ル
タ
ー

ン
・
ジ
ャ
ー
ン
ブ
ラ
ー
ト
（
在
位
九
〇
五
〜
九
〇
六
／
一
五
〇
〇

〜
一
五
〇
一
年
）
と
通
婚
す
る
娘　

Bint A
bū  Bakr

ら
を
指（
し
）
34

、

妻
に
続
い
て
言
及
さ
れ
る
幼
児
た
ち
は
、
ズ
バ
イ
ダ
（
一
覧
③
）

と
の
間
に
誕
生
し
た
、
当
時
割
礼
を
経
て
い
な
い
子
供
た
ち
と
考

え
ら
れ（
る
）
35

。

　

ズ
バ
イ
ダ
は
、
官
僚
名
家
バ
ー
リ
ズ
ィ
ー
家
と
イ
ブ
ン
・
ヒ
ッ

ジ
ー
家
双
方
の
血
統
を
引
き
、
自
身
も
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
を
修
め
た

教
養
人
で
あ
り
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
没
後
（
八
九

三
／
一
四
八
八
年
）
は
残
さ
れ
た
子
弟
た
ち
に
「
最
良
の
養
育
を

行
な
っ
た
」
と
い（
う
）
36

。
ま
た
彼
女
の
兄
／
弟
で
、
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
続
い
て
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
ジ

ャ
イ
シ
ュ
（
軍
務
庁
長
官 nā ẓ ir al-jaysh

）
に
就
任
し
た
ナ
ジ

ュ
ム
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ンN

ajm
 al-D

ī n Y
aḥ yā

（
八
三
八
〜
八

八
八
／
一
四
三
五
〜
一
四
八
三
年
）（
一
覧
④
）
と
両
名
の
母
ザ

イ
ナ
ブ Zaynab ibna al-K

am
ā l al-Bā rizī

（
八
七
五
／
一
四

七
〇
年
歿
）（
一
覧
⑥
）
も
同
行
し
て
い（
る
）
37

。
ザ
イ
ナ
ブ
は
幼
少

期
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
後
見
人
で
あ
っ
た
カ
マ
ー

ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
娘
で
あ
る
。

　

他
方
、
血
縁
及
び
姻
戚
関
係
に
な
い
家
族
関
係
者
と
し
て
は
、

マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
ダ
マ
ス
ク
ス
の
ウ
ラ
マ
ー
名
家
・
フ
ル
フ
ー

ル
家
の
人
物
が
注
目
さ
れ
る
。
巡
礼
に
は
同
家
の
シ
ャ
ラ
フ
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン Sharaf al-D

ī n M
aḥ m
ū d ibn al-Furfū r

（
八

七
一
／
一
四
六
七
年
、
巡
礼
中
に
メ
ッ
カ
で
歿
）（
一
覧
⑦
）
と

そ
の
息
子
の
シ
ハ
ー
ブ
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン Shihā b al-D

ī n 
A
ḥ m

ad

（
九
一
一
／
一
五
〇
五
年
歿
）（
一
覧
⑧
）
が
同
行
し（
た
）
38

。

シ
リ
ア
地
方
に
起
源
を
有
す
る
ム
ズ
ヒ
ル
家
は
、
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
世
代
に
お
い
て
も
ダ
マ
ス
ク
ス
及
び
ナ
ー
ブ
ル

ス
に
一
族
の
拠
点
を
維
持（
し
）
39

、
ダ
マ
ス
ク
ス
の
法
行
政
職
の
人
事

一
九
三
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【付表：八七一／一四六七年巡礼におけるザイン・アッ＝ディーン関係者一覧】
No. 名前 生没年 地位・属性 特記事項 典拠

1 バドル・アッ＝ディーン三世
Badr al-Dīn Muḥammad ibn Abī Bakr ibn Muzhir

860-910/
1455/6-1504

ザイン・アッ＝ディーンの息子 ザイン・アッ＝ディーンの後継者。後にハーッス庁長官、
市場監督官、文書庁長官を歴任。

Itḥāf, vol. 4, p. 471.

2 ハディージャ
Khadīja ibna Amīr Ḥājj ibn al-Baysarī

d. 878/1474 ザイン・アッ＝ディーンの母 夫バドル・アッ＝ディーン二世の死後アラム・アッ＝デ
ィーン・アル＝ブルキーニーと再婚。

Ḍaw’, vol. 12, p. 26; Itḥāf, vol. 4, p. 471.

3 ズバイダ
Zubayda ibna al-Bahā’ Muḥammad ibn Ḥijjī

不明 ザイン・アッ＝ディーンの妻 バハー・アッ＝ディーン・イブン・ヒッジーの娘、カマー
ル・アッ＝ディーン・アル＝バーリズィーの孫。

Ḍaw’, vol. 12, p. 37; Itḥāf, vol. 4, p. 471.

4 ナジュム・アッ＝ディーン・イブン・ヒッジー
Najm al-Dīn Yaḥyā ibn Ḥijjī

838-888/
1435-1483

行政官
ザイン・アッ＝ディーンの妻の兄／弟

3の兄／弟。エジプトのナーズィル・アル＝ジャイシュ職
等を歴任。

Itḥāf, vol. 4, p. 472.

5 ザイン・アッ＝ディーン・アブドゥッラヒーム・ア
ル＝バーリズィー
Zayn al-Dīn ‘Abd al-Raḥīm al-Bārizī

818-874
1415-1469

行政官 カマール・アッ＝ディーン・アル＝バーリズィーの甥。巡
礼中はシャーヒド・アル＝キスワを務める。

Itḥāf, vol. 4, p. 472.

6 ハーワンド・バーリズィーヤ
Khāwand Bāriziyya
＝ザイナブ
Zaynab ibna al-Kamāl al-Bārizī

d. 875/1470 ザイン・アッ＝ディーンの妻の母 5の「叔父の娘」とあり、カマール・アッ＝ディーン・ア
ル＝バーリズィーの娘ザイナブ、3及び 4の母と推定される。

Itḥāf, vol. 4, p. 472.

7 シャラフ・アッ＝ディーン・イブン・アル＝フル
フール
Sharaf al-Dīn Maḥmūd ibn al-Furfūr

d. 871/1467 行政官 ダマスクスのムズヒル家事務所代表。8の父。巡礼中にメ
ッカで死亡。

Ḍaw’, vol. 10, p. 137;  Itḥāf, vol. 4, p. 477.

8 シハーブ・アッ＝ディーン・イブン・アル＝フル
フール
Shihāb al-Dīn Aḥmad ibn al-Furfūr

d. 911/1505 行政官 ダマスクスのムズヒル家事務所代表。後にダマスクス及び
カイロのシャーフィイー派大カーディーを兼任。

Ḍaw’, vol. 10, p. 137.

9 ダミーリーとその息子
‘Alī ibnYūsuf al-Damīrī

818-882/ 
1415/6-1477

書記 ダストの書記（ムワッキウ）の一人。 Ḍaw’, vol. 6, p. 53; Itḥāf, vol. 4, p. 473.

10 ムフィー・アッ＝ディーン・アッ＝トゥーヒー及び
その息子
Muḥyī al-Dīn ‘Abd al-Qādir al-Ṭūkhī 

812-880/
1409-1475

学者 ザイン・アッ＝ディーンの師、長年の親交。ザイン・ア
ッ＝ディーンのマジュリスで al-Shifā’ 等を教授。息子は同
じく法学者のムハンマド Muḥammad（b. 850/1446）と推定
される（Ḍaw’, vol. 8, p. 70）。

Ḍaw’, vol. 4, p. 294; Itḥāf, vol. 4, p. 473.

11 イブン・アッ＝サービク
Jamāl al-Dīn Muḥammad ibn al-Sābiq al-Ḥamawī

811-877/ 
1409-1473

学者 法学者。カイロのムズヒル家墓所に埋葬。 Itḥāf, vol. 4, p. 472

12 イブン・カースィム
Shams al-Dīn Muḥammad ibn Qāsim ibn ‘Aī al-
Maqsī

817?-893/ 
1414/5-1488 

学者 カイロのムズヒリーヤ学院における教授（タサウウフ）、ハ
ティーブ、イマーム。ラマダーン中にハディース読誦を担
う。

Ḍaw’, vol. 8, pp. 282-284; Itḥāf, vol. 4, p. 472; Wajīz, 
vol. 3, p. 1032.

13 カウラーニー
Jamāl al-Dīn ‘Abd Allāh al-Kawrānī

818?-894/ 
1415/6-1489

学者 ザイン・アッ = ディーンが師事。元サイード・アッ = ス
アダー修道場のシャイフ。カイロのムズヒリーヤ学院にお
ける教授（クルアーン注釈学）。

Ḍaw’, vol. 5, pp. 48-49, vol. 9, p. 264:  Itḥāf, vol. 4, p. 
472.

14 イブン・アラブ
Najm al-Dīn Muḥammad ibn ‘Arab

b. 831/1428 学者 881 年には 1とともに巡礼。13 の後任として 1によりカイ
ロのムズヒリーヤ学院におけるクルアーン注釈学教授に任
命（894. RM/1489. 8）。息子がムズヒリーヤ学院で結婚式
（896. SF/1490. 12-1491. 1）。

Ḍaw’, vol. 9, pp. 263-264; Itḥāf, vol. 4, p. 473; Wajīz, 
vol. 3, p. 1094, 1186.

15 イブン・クライバ
Nūr al-Dīn ‘Alī ibn Muḥammad ibn Muḥammad 
ibn Muḥammad ibn ‘Alī ibn Qurayba al-Maḥallī

850-922/
1446/7-1516/7

学者 メディナのムズヒリーヤ学院における教授（ハディース学）。
ビカーイーの弟子。ザイン・アッ＝ディーンに al-Ḥilya及
び al-Iḥyā’ を教授。

Ḍaw’, vol. 6, pp. 18-19, vol. 9, p. 285.

16 フライビー
Shams al-Dīn Muḥammad ibn ‘Alī al-Ḥulaybī

不明 学者 イブン ･ アラビーの主著『叡智の台座』の焚書を主張
（888/1483 年）、ザイン・アッ＝ディーンのもとに逃れ、死
刑を免れる（Badā’i‘, vol. 3, p. 203; Ḍaw’, vol. 8, p. 217; Nayl, 
vol. 7, p. 352）。ビカーイー及び 12 の弟子。

Ḍaw’, vol. 8, pp. 216-217.

17 マーリダーニー
Muḥammad ibn Muḥammad ibn Aḥmad al-
Māridānī

b. 826/1423 学者 相続法学者、計時学者。 Ḍaw’, vol. 9, p. 35;  Itḥāf, vol. 4, p. 472.

18 イブン・アンマール
Yaḥyā ibn Muḥammad ibn ‘Ammār

d. 888/1483 学者 法学者。 Ḍaw’, vol. 10, p. 252;  Itḥāf, vol. 4, p. 473.
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【付表：八七一／一四六七年巡礼におけるザイン・アッ＝ディーン関係者一覧】
No. 名前 生没年 地位・属性 特記事項 典拠

1 バドル・アッ＝ディーン三世
Badr al-Dīn Muḥammad ibn Abī Bakr ibn Muzhir

860-910/
1455/6-1504

ザイン・アッ＝ディーンの息子 ザイン・アッ＝ディーンの後継者。後にハーッス庁長官、
市場監督官、文書庁長官を歴任。

Itḥāf, vol. 4, p. 471.

2 ハディージャ
Khadīja ibna Amīr Ḥājj ibn al-Baysarī

d. 878/1474 ザイン・アッ＝ディーンの母 夫バドル・アッ＝ディーン二世の死後アラム・アッ＝デ
ィーン・アル＝ブルキーニーと再婚。

Ḍaw’, vol. 12, p. 26; Itḥāf, vol. 4, p. 471.

3 ズバイダ
Zubayda ibna al-Bahā’ Muḥammad ibn Ḥijjī

不明 ザイン・アッ＝ディーンの妻 バハー・アッ＝ディーン・イブン・ヒッジーの娘、カマー
ル・アッ＝ディーン・アル＝バーリズィーの孫。

Ḍaw’, vol. 12, p. 37; Itḥāf, vol. 4, p. 471.

4 ナジュム・アッ＝ディーン・イブン・ヒッジー
Najm al-Dīn Yaḥyā ibn Ḥijjī

838-888/
1435-1483

行政官
ザイン・アッ＝ディーンの妻の兄／弟

3の兄／弟。エジプトのナーズィル・アル＝ジャイシュ職
等を歴任。

Itḥāf, vol. 4, p. 472.

5 ザイン・アッ＝ディーン・アブドゥッラヒーム・ア
ル＝バーリズィー
Zayn al-Dīn ‘Abd al-Raḥīm al-Bārizī

818-874
1415-1469

行政官 カマール・アッ＝ディーン・アル＝バーリズィーの甥。巡
礼中はシャーヒド・アル＝キスワを務める。

Itḥāf, vol. 4, p. 472.

6 ハーワンド・バーリズィーヤ
Khāwand Bāriziyya
＝ザイナブ
Zaynab ibna al-Kamāl al-Bārizī

d. 875/1470 ザイン・アッ＝ディーンの妻の母 5の「叔父の娘」とあり、カマール・アッ＝ディーン・ア
ル＝バーリズィーの娘ザイナブ、3及び 4の母と推定される。

Itḥāf, vol. 4, p. 472.

7 シャラフ・アッ＝ディーン・イブン・アル＝フル
フール
Sharaf al-Dīn Maḥmūd ibn al-Furfūr

d. 871/1467 行政官 ダマスクスのムズヒル家事務所代表。8の父。巡礼中にメ
ッカで死亡。

Ḍaw’, vol. 10, p. 137;  Itḥāf, vol. 4, p. 477.

8 シハーブ・アッ＝ディーン・イブン・アル＝フル
フール
Shihāb al-Dīn Aḥmad ibn al-Furfūr

d. 911/1505 行政官 ダマスクスのムズヒル家事務所代表。後にダマスクス及び
カイロのシャーフィイー派大カーディーを兼任。

Ḍaw’, vol. 10, p. 137.

9 ダミーリーとその息子
‘Alī ibnYūsuf al-Damīrī

818-882/ 
1415/6-1477

書記 ダストの書記（ムワッキウ）の一人。 Ḍaw’, vol. 6, p. 53; Itḥāf, vol. 4, p. 473.

10 ムフィー・アッ＝ディーン・アッ＝トゥーヒー及び
その息子
Muḥyī al-Dīn ‘Abd al-Qādir al-Ṭūkhī 

812-880/
1409-1475

学者 ザイン・アッ＝ディーンの師、長年の親交。ザイン・ア
ッ＝ディーンのマジュリスで al-Shifā’ 等を教授。息子は同
じく法学者のムハンマド Muḥammad（b. 850/1446）と推定
される（Ḍaw’, vol. 8, p. 70）。

Ḍaw’, vol. 4, p. 294; Itḥāf, vol. 4, p. 473.

11 イブン・アッ＝サービク
Jamāl al-Dīn Muḥammad ibn al-Sābiq al-Ḥamawī

811-877/ 
1409-1473

学者 法学者。カイロのムズヒル家墓所に埋葬。 Itḥāf, vol. 4, p. 472

12 イブン・カースィム
Shams al-Dīn Muḥammad ibn Qāsim ibn ‘Aī al-
Maqsī

817?-893/ 
1414/5-1488 

学者 カイロのムズヒリーヤ学院における教授（タサウウフ）、ハ
ティーブ、イマーム。ラマダーン中にハディース読誦を担
う。

Ḍaw’, vol. 8, pp. 282-284; Itḥāf, vol. 4, p. 472; Wajīz, 
vol. 3, p. 1032.

13 カウラーニー
Jamāl al-Dīn ‘Abd Allāh al-Kawrānī

818?-894/ 
1415/6-1489

学者 ザイン・アッ = ディーンが師事。元サイード・アッ = ス
アダー修道場のシャイフ。カイロのムズヒリーヤ学院にお
ける教授（クルアーン注釈学）。

Ḍaw’, vol. 5, pp. 48-49, vol. 9, p. 264:  Itḥāf, vol. 4, p. 
472.

14 イブン・アラブ
Najm al-Dīn Muḥammad ibn ‘Arab

b. 831/1428 学者 881 年には 1とともに巡礼。13 の後任として 1によりカイ
ロのムズヒリーヤ学院におけるクルアーン注釈学教授に任
命（894. RM/1489. 8）。息子がムズヒリーヤ学院で結婚式
（896. SF/1490. 12-1491. 1）。

Ḍaw’, vol. 9, pp. 263-264; Itḥāf, vol. 4, p. 473; Wajīz, 
vol. 3, p. 1094, 1186.

15 イブン・クライバ
Nūr al-Dīn ‘Alī ibn Muḥammad ibn Muḥammad 
ibn Muḥammad ibn ‘Alī ibn Qurayba al-Maḥallī

850-922/
1446/7-1516/7

学者 メディナのムズヒリーヤ学院における教授（ハディース学）。
ビカーイーの弟子。ザイン・アッ＝ディーンに al-Ḥilya及
び al-Iḥyā’ を教授。

Ḍaw’, vol. 6, pp. 18-19, vol. 9, p. 285.

16 フライビー
Shams al-Dīn Muḥammad ibn ‘Alī al-Ḥulaybī

不明 学者 イブン ･ アラビーの主著『叡智の台座』の焚書を主張
（888/1483 年）、ザイン・アッ＝ディーンのもとに逃れ、死
刑を免れる（Badā’i‘, vol. 3, p. 203; Ḍaw’, vol. 8, p. 217; Nayl, 
vol. 7, p. 352）。ビカーイー及び 12 の弟子。

Ḍaw’, vol. 8, pp. 216-217.

17 マーリダーニー
Muḥammad ibn Muḥammad ibn Aḥmad al-
Māridānī

b. 826/1423 学者 相続法学者、計時学者。 Ḍaw’, vol. 9, p. 35;  Itḥāf, vol. 4, p. 472.

18 イブン・アンマール
Yaḥyā ibn Muḥammad ibn ‘Ammār

d. 888/1483 学者 法学者。 Ḍaw’, vol. 10, p. 252;  Itḥāf, vol. 4, p. 473.
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ザ
イ
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デ
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＝
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／
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＝
デ
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的
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六
〜
五
四
四
／
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〜
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著
の
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れ
し
者
の
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す
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す
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）
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述
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た
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。
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行
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に
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イ
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。
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デ
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／
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デ
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）
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。
カ
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た
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〜
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八
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）
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）
43

。
イ
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ザ
イ
ン
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の
一
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。
ま
た
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ン
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ラ
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ル
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三
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六
〜
四
三
〇
／
九
四
八

〜
一
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三
八
年
）
の
『
諸
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ザ
ー
リ
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（
一
〇
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〜
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年
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の
再
興 Iḥ yā’  ‘ U

lū m
 al-

D
ī n

』
な
ど
、
タ
サ
ウ
ウ
フ
に
関
す
る
著
作
を
講
読
し
、
親
交
を

深
め
た
こ
と
で
、
ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
学
院
に
お
け
る
諸
職
を
委
ね
ら

れ
た
と
い（
う
）
46

。
詳
し
く
は
続
く
第
三
章
で
述
べ
る
が
、
ザ
イ
ン
・

ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
と
の
師
弟
関
係
に
言
及
の
な
い
イ
ブ
ン
・
カ
ー

ス
ィ
ム
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
巡
礼
を
通
じ

て
交
流
を
重
ね
た
結
果
、
マ
ド
ラ
サ
の
諸
職
を
得
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
と
っ
て
、
巡
礼
に
自
身
の
知
己

を
同
行
さ
せ
た
意
図
が
、
既
存
の
人
間
関
係
の
強
化
・
更
新
に
あ

っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

二
世
没
後
の
カ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
よ
る
後
見
、
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
妻
ザ
イ
ナ
ブ
に
よ
る
次
世
代
の
子
弟
の

養
育
に
み
え
る
よ
う
に
、
官
僚
名
家
と
し
て
の
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
系

譜
は
バ
ー
リ
ズ
ィ
ー
家
の
出
身
者
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
お
り
、

一
覧
表
に
み
え
る
同
家
出
身
の
同
行
者
は
、
こ
の
よ
う
な
両
家
の

関
係
の
深
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ム
ズ
ヒ
ル
家
は
ム

ア
イ
ヤ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
の
権
力
掌
握
と
同
時
に
シ
リ
ア
か
ら
カ
イ

ロ
に
活
動
拠
点
を
移
す
が
（
八
一
五
／
一
四
一
二
―
一
三
年
頃
）、

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
世
紀
を
通
じ
て
ダ
マ
ス
ク
ス
で
権
力
基
盤
を
維
持

し
得
た
要
因
は
、
フ
ル
フ
ー
ル
家
と
の
強
固
な
結
び
つ
き
に
帰
せ

ら
れ（
る
）
47

。
他
方
、
フ
ル
フ
ー
ル
家
に
と
っ
て
も
、
中
央
政
府
で
ム

ズ
ヒ
ル
家
が
栄
達
を
遂
げ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
利
益
を
も
た
ら
し

た
。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
「
最
も
栄
光
あ
る
友
人 

ajall aṣḥā b

」
と
表
現
さ
れ
る
シ
ハ
ー
ブ
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、

八
八
六
／
一
四
八
一
年
、
ム
ズ
ヒ
ル
家
と
の
親
交
と
三
万
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
と
い
う
巨
額
の
上
納
金
に
よ
っ
て
、
ダ
マ
ス
ク
ス
の
シ

ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
大
カ
ー
デ
ィ
ー
職
を
手
に
し（
た
）
48

。
フ
ル
フ
ー
ル

家
は
九
〇
二
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
／
一
四
九
六
年
一
〇
月
か
ら
九
一

三
年
ズ
ー
・
ア
ル
＝
カ
ア
ダ
月
／
一
五
〇
八
年
三
月
ま
で
、
ダ
マ

一
九
七



史
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ス
ク
ス
の
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
・
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
大
カ
ー
デ
ィ
ー

職
を
独
占
し
た
ほ
か
、
九
一
〇
年
ラ
ビ
ー
ウ
・
ア
ル
＝
ア
ウ
ワ
ル

月
／
一
五
〇
四
年
八
月
に
は
、
シ
ハ
ー
ブ
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が

ダ
マ
ス
ク
ス
と
カ
イ
ロ
の
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
大
カ
ー
デ
ィ
ー
職

を
兼
任
す
る
と
い
う
「
前
例
な
き
」
人
事
が
行
な
わ
れ（
た
）
49

。

　

ま
た
、
巡
礼
と
い
う
共
通
の
目
的
を
持
っ
た
集
団
を
通
じ
、
新

た
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
関
係
が
構
築
さ
れ
た
点
も
重
要
で
あ
る
。
巡

礼
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
人
的
関
係
の
一
部
に
は
、
イ
ブ
ン
・
ク

ラ
イ
バ
の
教
授
職
へ
の
任
命
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
将
来
的
な
パ

ト
ロ
ネ
ー
ジ
に
結
び
つ
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
同
行
し
た
ウ
ラ

マ
ー
に
対
す
る
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
は
、

自
身
の
設
置
し
た
寄
附
講
座
や
マ
ジ
ュ
リ
ス
へ
の
招
聘
、
人
事
権

を
有
す
る
諸
職
へ
の
任
命
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

法
学
者
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
＝
サ
ー
ビ
クJam

ā l al-D
ī n M

uḥ am
-

m
ad ibn al-Sā biq al-Ḥ am

aw
ī

（
八
一
一
〜
八
七
七
／
一
四
〇

九
〜
一
四
七
三
年
）（
一
覧
⑪
）
に
対
し
て
は
、
彼
が
カ
イ
ロ
で
没

し
た
際
、
埋
葬
場
所
と
し
て
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
墓
所
が
提
供
さ
れ（
た
）
50

。

巡
礼
者
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
多
く
は
文
化
的
で
あ
っ
た
が
、

後
に
政
治
的
に
も
及
ん
だ
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
は
、
イ
ブ
ン
・

カ
ー
ス
ィ
ム
の
弟
子
で
あ
っ
た
フ
ラ
イ
ビ
ー Sham

s al-D
ī n 

M
uḥ am

m
ad ibn ‘ A

lī  al-Ḥ ulaybī

（
一
覧
⑯
）
の
例
で
あ
る
。

八
八
八
／
一
四
八
三
年
、
フ
ラ
イ
ビ
ー
が
神
秘
主
義
思
想
家
イ
ブ

ン･

ア
ラ
ビ
ー Ibn ‘ A

rabī

（
一
一
六
五
〜
一
二
四
〇
年
）
に
よ

る
著
作
の
焚
書
を
主
張
し
た
こ
と
で
、
マ
ー
リ
ク
派
大
カ
ー
デ

ィ
ー
の
イ
ブ
ン
・
タ
キ
ー M

uḥ yī  al-D
ī n ‘ A

bd al-Q
ā dir ibn 

T
aqī

（
八
二
四
〜
八
九
五
／
一
四
二
一
〜
一
四
九
〇
年
）
に
よ

っ
て
不
信
仰
の
宣
告
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
フ
ラ
イ
ビ
ー
は

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
も
と
に
逃
れ
、
保
護
を
受
け
た
結

果
、
死
刑
を
免
れ
た
と
い（
う
）
51

。

　

第
三
回
巡
礼
時
に
お
い
て
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
「
諸

般
の
面
倒
を
見
て
い
た
」
と
評
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
同
行
者
と
彼
の

キ
ャ
リ
ア
上
の
関
わ
り
を
総
括
す
れ
ば
、
ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
学
院
の

諸
職
に
対
す
る
任
命
や
大
カ
ー
デ
ィ
ー
へ
の
登
用
を
通
じ
、
彼
ら

の
大
半
は
巡
礼
後
も
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
全
面
的
パ
ト

ロ
ネ
ー
ジ
の
も
と
に
留
ま
り
続
け
た
。
巡
礼
を
含
む
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
諸
事
業
に
基
づ
い
て
獲
得
・
強
化
さ
れ
た
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
彼
に
よ
る
統
制
が
容
易
に
及
ぶ
、
利
害
を
共

有
す
る
集
団
と
し
て
、
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
家
系
と
そ
の
権
力
基
盤
を

補
完
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 一

九
八
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期
マ
ム
ル
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ク
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力
官
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と
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五　
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三
．
ハ
ラ
マ
イ
ン
に
お
け
る
慈
善
・
善
行

1
．
八
七
一
／
一
四
六
七
年
巡
礼
に
お
け
る
諸
実
践

（
1
）
出
発
〜
メ
デ
ィ
ナ

　

続
い
て
、
巡
礼
時
に
確
認
さ
れ
る
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

の
行
動
形
態
と
慈
善
・
善
行
を
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。
前
述
の
通
り
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
ラ
ジ
ャ
ビ
ー

ヤ
巡
礼
団
に
は
聖
者
・
ス
ー
フ
ィ
ー
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
カ
イ

ロ
出
発
時
に
お
い
て
、「
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
に
影
を
作
る
傘 

suḥā ba

を
伴
っ
た
」
と
あ（
る
）
52

。
こ
れ
は
巡
礼
に
向
か
う
ス
ー
フ

ィ
ー
が
休
息
及
び
飲
食
を
す
る
た
め
の
ド
ー
ム
型
の
テ
ン
ト
を
指

し
て
い（
る
）
53

。
史
料
に
具
体
的
な
記
述
は
な
い
が
、
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
組
織
し
た
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
に
対
し
て
は
、
道

中
の
食
糧
等
も
提
供
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ（
る
）
54

。

　

メ
デ
ィ
ナ
に
到
着
し
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
一
団
は

預
言
者
モ
ス
ク
を
訪
問
し
、
続
い
て
メ
デ
ィ
ナ
の
人
々
に
対
し
、

彼
ら
の
所
得
に
比
例
し
た
サ
ダ
カ
を
行
な
っ（
た
）
55

。

　

メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
善
行
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
預
言
者

廟al-Ḥ ujra al-Sharī fa

の
修
繕
工
事
で
あ
る
。
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
預
言
者
廟
の
修
繕
を
命
じ
、
現
地
で
大
理
石
を

自
ら
選
定
し
て
購
入
し
た
が
、
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
そ
れ
に
飽
き
足
ら
ず
、
修
復
工
事
そ
の

も
の
に
加
担
し
た
と
い
う
。

彼
は
自
ら
労
働
者
た
ち
を
手
伝
い
は
じ
め
、
泥
で
満
た
さ
れ

た
桶
を
運
ん
だ
。
豪
奢
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
彼
が
﹇
労
働

者
の
﹈
真
似
を
し
て
荷
担
ぎ
を
し
た
こ
と
は
驚
嘆
を
呼
ん
だ
。

ま
た
同
様
に
、
自
ら
の
名
で
敷
物
係 w

aẓī fat al-firā sha

も
務
め
た
。
そ
こ
で
﹇
衣
服
の
﹈
中
心
を
た
く
し
上
げ
、
蝋

燭
や
そ
の
他
を
運
ぶ
役
を
務
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
﹇
メ
デ
ィ

ナ
の
人
々
は
﹈
恩
恵
を
受
け
た
の
で
あ
っ（
た
）
56

。

　
「
敷
物
係
」
と
は
、
預
言
者
モ
ス
ク
内
の
照
明
や
敷
物
の
管
理

を
担
っ
た
、
フ
ァ
ッ
ラ
ー
シ
ュ farrā sh

と
呼
ば
れ
た
用
務
員
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ（
る
）
57

。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
預
言

者
廟
の
修
繕
費
用
を
提
供
し
た
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
建
材
の
大
理

石
を
選
定
し
、
さ
ら
に
は
資
材
運
搬
な
ど
の
土
木
作
業
や
雑
務
に

も
進
ん
で
加
わ
る
な
ど
、
廟
内
に
お
い
て
強
い
指
導
性
を
発
揮
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

そ
れ
以
外
に
預
言
者
廟
に
お
け
る
宗
教
実
践
と
し
て
伝
え
ら
れ

る
の
は
、
預
言
者
及
び
正
統
カ
リ
フ
の
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
、
ウ
マ

ル
に
対
す
る
ド
ゥ
ア
ー
で
あ
る
。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は

一
九
九
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三
者
に
対
し
、
自
ら
に
危
害
を
与
え
た
人
物
に
対
し
て
も
、
自
分

は
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
し
な
い
旨
を
証
言
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

祈
願
を
行
な
っ
た
と
い（
う
）
58

。

　

ま
た
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
名
に
よ
る
金
曜
礼
拝
の

実
施
も
挙
げ
ら
れ
る
。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
預
言
者
モ

ス
ク
の
イ
マ
ー
ム
か
ら
フ
ト
バ
を
依
頼
さ
れ
、
丁
重
に
辞
退
し
た

が
、
預
言
者
の
御
為
と
い
う
名
目
で
一
度
限
り
と
い
う
条
件
の
も

と
、
最
終
的
に
承
諾
し
た
と
い
う
。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

は
開
扉
章
を
朗
読
し
た
後
、「
今
、
こ
う
し
て
汝
ら
に
は
、
汝
ら

自
身
の
間
か
ら
使
者
が
遣
わ
さ
れ
て
来
て
お
る
」（「
悔
悟
章
」
第

一
二
八
節
）
と
い
う
章
句
で
説
教
を
始
め（
た
）
59

。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝

デ
ィ
ー
ン
が
預
言
者
モ
ス
ク
に
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
に
対
す
る
ワ
ク

フ
を
設
定
し
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
る（
が
）
60

、
そ
れ
が
こ
の
巡
礼
に
際

し
て
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ナ
に
お
い
て
最
後
に

訪
れ
た
公
共
墓
地
バ
キ
ー
ウ
は
、
預
言
者
の
妻
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
や

第
三
代
カ
リ
フ
・
ウ
ス
マ
ー
ン
、
マ
ー
リ
ク
学
派
の
祖
マ
ー
リ

ク
・
イ
ブ
ン
・
ア
ナ
ス　

M
ā lik ibn A

nas

（
九
三
〜
一
七
九
／

七
一
一
〜
七
九
五
年
）
ら
を
は
じ
め
と
す
る
廟
が
位
置
し
、
預
言

者
の
一
族
と
教
友
た
ち
、
学
者
、
聖
者
ら
が
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、

参
詣
対
象
と
し
て
預
言
者
モ
ス
ク
に
続
く
重
要
性
を
有
し
て
い
た

場
所
で
あ
っ（
た
）
61

。

（
2
）
メ
ッ
カ

　

諸
史
料
の
示
す
日
付
に
基
づ
け
ば
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
は
メ
ッ
カ
で
約
一
一
〇
日
間
を
過
ご
し
た
。
大
巡
礼
開
始
ま
で

の
間
、
ウ
ム
ラ
、
タ
ワ
ー
フ
な
ど
の
宗
教
実
践
を
行
な
っ
た
ほ
か
、

ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
と
し
て
逗
留
す
る
著
名
ウ
ラ
マ
ー
の
も
と
で
学

問
修
得
に
励
ん
だ
。
特
に
自
ら
の
ジ
ャ
マ
ー
ア
（
党
派
・
集
団 

jam
ā‘ a

）
の
一
部
を
率
い
、
チ
ュ
ニ
ス
出
身
の
禁
欲
ア
ー
リ
ム
・

ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ウ
テ
ィ
ー
・
ア
ル
＝
マ
グ
リ
ビ
ー ‘ A

bd al-
M

u‘ ṭī  al-M
aghribī

（
八
二
九
／
一
四
二
五
―
二
六
年
生
）
の
も

と
を
頻
繁
に
訪
問
し
た
と
い（
う
）
62

。
そ
こ
で
学
ん
だ
と
さ
れ
る
テ
ク

ス
ト
の
『
信
徒
た
ち
へ
の
方
法
論 M

inhā j al-‘Ā
bidī n

』
は
、

禁
欲 zuhd

と
徳
行 raqā’ iq

を
論
じ
た
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
著
作
で

あ
り
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
ジ
ャ
マ
ー
ア
は
、
イ
ブ

ン
・
カ
ー
ス
ィ
ム
や
カ
ウ
ラ
ー
ニ
ー
ら
、
随
行
員
を
構
成
し
た
タ

サ
ウ
ウ
フ
の
シ
ャ
イ
フ
や
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
を
指
す
と
推
定
さ
れ

る
。
マ
グ
リ
ビ
ー
の
伝
記
に
は
、
ラ
ジ
ャ
ビ
ー
ヤ
巡
礼
団
で
訪
れ

た
こ
の
「
有
徳
者
た
ち
の
ジ
ャ
マ
ー
ア jam

ā‘ a m
in al-

fuḍ alā’

」
が
そ
の
美
徳
と
雄
弁
さ
を
称
賛
し
た
こ
と
で
、
彼
は
社

会
的
地
位
を
向
上
さ
せ
た
と
あ（
る
）
63

。

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
メ
ッ
カ
滞
在
の
多
く
を
勉
学
、

特
に
タ
サ
ウ
ウ
フ
の
修
得
に
充
て
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
複
数
の

二
〇
〇
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慈
善
・
善
行
を
手
掛
け
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
ラ
マ
ダ
ー
ン
月

に
入
る
と
、
タ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
フ
（
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
夜
に
行
な
わ

れ
る
礼
拝
）
の
席
で
、
息
子
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
三
世
に

よ
る
メ
ッ
カ
市
民
に
対
す
る
菓
子
の
提
供
が
行
な
わ
れ（
た
）
64

。
当
時

バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
一
一
歳
で
あ
り
、
実
際
に
指
揮
を

執
っ
た
の
は
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
息
子
の
名
で
行
な
う
こ
と
で
、
後
継
者
と
し
て
メ
ッ
カ
社

会
に
披
露
す
る
目
的
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ラ
マ
ダ
ー
ン
に
際
し
て
は
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
自
身

に
よ
っ
て
も
貧
者
に
対
す
る
サ
ダ
カ
が
行
な
わ
れ（
た
）
65

。
ま
た
寡
婦

及
び
身
寄
り
の
な
い
人
々
を
収
容
す
る
た
め
、
サ
フ
ァ
ー
に
リ

バ
ー
ト
を
設
立
す
る
た
め
の
ワ
ク
フ
を
設
定
し（
た
）
66

。
さ
ら
に
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、
長
ら
く
枯
渇
し
て
い
た
バ
ー
ザ
ー
ン

の
泉
に
自
ら
出
向
い
て
調
査
を
行
な
い
、
多
額
の
私
財
を
投
じ
て

修
繕
を
行
な
わ
せ（
た
）
67

。
水
資
源
の
乏
し
い
前
近
代
の
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ

に
お
い
て
井
戸
水
は
高
価
で
あ
っ
た（
が
）
68

、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ

ィ
ー
ン
が
工
事
を
指
揮
し
た
結
果
、
安
価
な
水
が
供
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

同
地
に
お
け
る
善
行
に
つ
い
て
は
、
秩
序
の
維
持
が
注
目
さ
れ

る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
狼
藉
を

働
く
小
姓
た
ち ghilm

ā n

に
つ
い
て
、
所
属
す
る
ジ
ャ
マ
ー
ア

を
問
わ
ず
取
り
締
ま
り
を
行
な
っ（
た
）
69

。
ま
た
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝

デ
ィ
ー
ン
の
一
行
が
メ
ッ
カ
に
到
着
す
る
と
、「
偉
大
な
る
家 al-

Bayt al-M
u‘ aẓẓ am

」、
す
な
わ
ち
カ
ア
バ
神
殿
の
扉
が
開
か
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
通
常
神
殿
内
部
は
非
公
開
で
あ
っ
た
た
め
、

市
民
の
殺
到
に
よ
る
事
故
を
危
惧
し
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
は
、
入
場
整
理
を
行
な
う
た
め
自
ら
神
殿
の
門
に
着
座
し
た
。

ま
た
、
貧
者
や
病
人
が
神
殿
に
上
が
れ
る
よ
う
、
特
別
に
人
員
を

配
置
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
全
て
の
人
々
が
カ
ア
バ
神

殿
の
内
部
を
訪
れ
、
そ
の
恩
寵
に
浴
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い（
う
）
70

。

　

第
三
回
巡
礼
に
際
し
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
多
く
の

慈
善
及
び
善
行
を
手
掛
け
得
た
経
済
的
背
景
に
つ
い
て
は
明
確
な

言
及
が
な
い
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
六
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ

ム
ズ
ヒ
ル
家
の
経
済
基
盤
の
弱
体
化
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
八
六

五
年
ズ
ー
・
ア
ル
＝
カ
ア
ダ
月
三
日
／
一
四
六
一
年
八
月
一
〇
日
、

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア

ル
＝
ジ
ャ
イ
シ
ュ
職
を
失
う
が
、
自
ら
辞
任
を
申
し
出
た
と
さ
れ

る
。
ビ
カ
ー
イ
ー Burhā n al-D

ī n Ibrā hī m
 al-Biqā‘ī

（
八
八

五
／
一
四
八
〇
年
歿
）
の
年
代
記
に
よ
れ
ば
、
彼
は
同
職
の
就
任

期
間
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
対
し
て
毎
日
七
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
支
払

う
規
定
に
な
っ
て
お
り
、
在
職
日
数
に
基
づ
け
ば
そ
の
額
は
三
万

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に
及
ん（
だ
）
71

。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
ナ
ー

二
〇
一
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ブ
ル
ス
に
あ
る
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
事
務
所
か
ら
資
金
を
調
達
し
、
要

求
さ
れ
た
金
額
を
捻
出
し
て
い
た
が
、
家
産
が
著
し
く
傾
き
、
職

の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
と
い（
う
）
72

。
そ
の
後
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ

ィ
ー
ン
は
八
六
六
年
サ
フ
ァ
ル
月
／
一
四
六
一
年
一
一
月
に
ナ
ー

ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
ジ
ャ
イ
シ
ュ
に
復
職
し
、
同
年
ズ
ー
・
ア
ル
＝

カ
ア
ダ
月
二
〇
日
／
八
月
一
六
日
、
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ

ッ
ル
職
に
就
任
し（
た
）
73

。
父
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
二
世
が
同

職
に
あ
っ
た
約
四
年
間
（
八
二
八
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・
ア
ル
＝

ア
ー
ヒ
ラ
月
／
一
四
二
五
年
五
月
〜
八
三
二
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・

ア
ル
＝
ア
ー
ヒ
ラ
月
／
一
四
二
九
年
三
月
）
で
二
〇
万
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
に
及
ぶ
莫
大
な
資
産
を
形
成
し
た
こ
と
に
鑑
み
れ（
ば
）
74

、
ザ

イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
職

就
任
後
の
五
年
間
で
大
規
模
な
巡
礼
及
び
寄
進
を
行
な
う
に
足
る

資
力
を
回
復
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
得
る
。

　

だ
が
フ
シ
ュ
カ
ダ
ム
治
世
は
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
と

っ
て
キ
ャ
リ
ア
の
絶
頂
期
と
は
い
え
ず
、
ダ
マ
ス
ク
ス
の
カ
ー
テ

ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
で
あ
っ
た
ハ
イ
ダ
リ
ー Q

uṭ b al-D
ī n 

M
uḥ am

m
ad al-K

hayḍ arī

（
八
九
四
／
一
四
八
九
年
歿
）
ら
、

他
の
任
官
希
望
者
と
の
競
合
に
晒
さ
れ
て
い（
た
）
75

。
第
三
回
巡
礼
に

際
し
て
は
、
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
職
経
験
者
の
ム
ヒ

ッ
ブ
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
＝
シ
フ
ナ M

uḥ ibb 

二
〇
二

al-D
ī n M

uḥ am
m
ad Ibn al-Shiḥ na

（
八
九
〇
／
一
四
八
五
年

歿
）
を
自
ら
の
代
理
と
し
た
。
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
イ
ブ

ン
・
ア
ッ
＝
シ
フ
ナ
で
な
け
れ
ば
同
職
を
簒
奪
し
よ
う
と
す
る
勢

力
か
ら
保
持
し
得
な
か
っ
た
と
い（
う
）
76

。
彼
の
権
力
基
盤
が
安
定
す

る
の
は
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
期
以
降
で
あ
り
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
六
〇

年
代
か
ら
八
七
〇
年
代
前
半
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、

ウ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
拡
大
し
、
彼
と
続
く
世
代

の
子
供
た
ち
が
通
婚
に
よ
っ
て
有
力
者
と
の
紐
帯
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
カ
イ
ロ
に
お
け
る
官
僚
名
家
と
し
て
の
認
知
を
獲
得
し
つ

つ
あ
る
段
階
で
あ
っ（
た
）
77

。
し
た
が
っ
て
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ

ィ
ー
ン
が
計
画
性
を
も
っ
て
多
額
の
財
を
投
じ
た
巡
礼
と
そ
れ
に

付
随
し
た
諸
事
業
は
、
知
己
に
対
す
る
統
制
と
自
身
の
名
声
を
強

化
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
そ
の
キ
ャ
リ
ア
上
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

他
方
、
聖
地
住
民
の
意
識
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
巡
礼
に
付
随
す

る
善
行
に
対
し
、
高
い
期
待
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
諸
史
料

か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
は
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ

ィ
ー
ン
の
メ
ッ
カ
滞
在
に
つ
い
て
、「
メ
ッ
カ
の
人
々
や
ム
ジ

ャ
ー
ウ
ィ
ル
た
ち
が
彼
か
ら
金
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
彼
は
慎
み
深
く
、
献
身
的
か
つ
親
切
で
慈
悲
深
い
と
い

う
、
高
貴
な
生
き
方
を
体
現
し
て
い
た
」
と
総
括
し
て
い（
る
）
78

。
ま
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た
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
に
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
三
世
が
サ
ダ
カ

を
行
な
っ
た
際
に
は
、
提
供
さ
れ
た
菓
子
を
市
民
が
奪
い
合
い
、

死
者
が
出
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い（
う
）
79

。

　

食
の
分
配
に
代
表
さ
れ
る
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
慈
善
の
期
待
は
、

カ
イ
ロ
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。「
巡
礼
者
の
池
」
に
帰
還
し

た
支
配
エ
リ
ー
ト
は
、
出
迎
え
に
訪
れ
た
政
府
関
係
者
と
と
も
に
、

歌
い
手
や
タ
ン
バ
リ
ン
奏
者
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
楽
隊
を
伴

っ
て
市
内
ま
で
行
進
し
た
が
、
見
物
に
訪
れ
た
市
民
に
対
し
て
少

額
の
硬
貨
や
菓
子
を
提
供
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
無
視
し
た
振
る
舞
い
は
強
い
非
難
の
対
象
と
な
っ（
た
）
80

。

　

こ
の
よ
う
に
巡
礼
に
際
し
て
の
サ
ダ
カ
は
、
富
者
に
課
せ
ら
れ

た
社
会
的
な
責
務
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
参
詣
都
市
で

あ
り
、
学
都
で
も
あ
っ
た
両
聖
地
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
か
ら
広

く
貧
者
や
学
者
を
引
き
寄
せ
て
い
た
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
七
一
年
の

巡
礼
者
の
な
か
で
最
も
高
位
で
あ
っ
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
が
、
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
求
め
て
聖
地
に
集
う
人
々
の
役
割
期
待

に
応
え
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

2
．  

八
七
一
／
一
四
六
七
年
以
降
の
ハ
ラ
マ
イ
ン
に
対
す
る
慈

善
と
善
行

（
1
）
メ
デ
ィ
ナ
の
複
合
施
設
（
マ
ド
ラ
サ
・
リ
バ
ー
ト
・
墓
廟
）

　

続
い
て
、
巡
礼
以
降
に
両
聖
地
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
よ
る
慈
善
事
業
を
概
観
し
よ
う
。
メ
デ

ィ
ナ
に
お
い
て
彼
が
手
掛
け
た
諸
事
業
の
な
か
で
、
最
も
大
規
模

で
あ
っ
た
の
は
ラ
フ
マ
門
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
た
マ
ド
ラ
サ
・

ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
を
中
心
と
す
る
複
合
施
設
で
あ（
る
）
81

。
同
学
院
は
八

九
三
年
シ
ャ
ウ
ワ
ー
ル
月
／
一
四
八
八
年
九
―
一
〇
月
に
そ
の
大

部
分
が
完
成
し
た
が
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
そ
の
一
カ

月
前
に
カ
イ
ロ
で
歿
し
た
た
め
、
完
成
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
だ
が
第
三
回
巡
礼
に
同
行
し
た
イ
ブ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
の
ハ

デ
ィ
ー
ス
学
教
授
就
任
は
彼
自
身
に
よ
る
任
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
学
院
の
人
事
は
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
知
己
を
中
心
に

生
前
に
定
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ（
る
）
82

。

　

こ
の
マ
ド
ラ
サ
に
は
男
女
別
の
設
備
を
有
す
る
二
つ
の
リ
バ
ー

ト
が
あ
り
、
九
〇
二
／
一
四
九
六
―
九
七
年
に
は
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー

が
滞
在
す
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ナ
に
逗
留
す
る
ウ
ラ
マ
ー
の
宿
泊
施

設
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
ほ
か
、
弱
視
と
さ
れ
る
人
物
や
寡
婦

な
ど
、
社
会
的
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
の
収
容
に
も
充
て
ら

れ（
た
）
83

。
こ
の
よ
う
な
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
の
宿
泊
施
設
や
在
住
者
に

二
〇
三
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〇　
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対
す
る
救
貧
施
設
と
し
て
の
機
能
は
、
聖
地
に
建
設
さ
れ
た
リ

バ
ー
ト
に
共
通
し
て
確
認
さ
れ（
る
）
84

。

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
カ
イ
ロ
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
お
い

て
も
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
名
を
冠
し
た
マ
ド
ラ
サ
を
創
設
し
た（
が
）
85

、
メ

デ
ィ
ナ
の
ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
は
ド
ー
ム
を
備
え
た
埋
葬
施
設
を
内
包

し
た
点
を
特
徴
と
す
る
。
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
二
世
は
カ

イ
ロ
・
サ
フ
ラ
ー
地
区 al-Ṣ aḥ rā’

に
土
地
を
取
得（
し
）
86

、
一
族
の

墓
地turba

と
し
て
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
時
代
に
は

バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
二
世
と
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

の
母
ハ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
、
兄
シ
ハ
ー
ブ
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン Shi-

hā b al-D
ī n A

ḥ m
ad

（
八
二
〇
〜
八
五
三
／
一
四
一
七
―
一
八

〜
四
九
年
）
ら
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
は
所
有
す
る
二
カ
所

の
墓
廟
（
サ
フ
ラ
ー
地
区
、
メ
デ
ィ
ナ
）
に
ウ
ラ
マ
ー
及
び
「
諸

聖
者al-ṣā liḥī n

」
を
埋
葬
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
た
め
、
郷
里
か

ら
離
れ
て
歿
し
た
ム
ウ
タ
カ
ド
・
ス
ー
フ
ィ
ー
を
含
む
有
徳
者
の

埋
葬
所
と
し
て
も
機
能
し
て
い（
た
）
87

。
前
述
の
通
り
、
こ
の
墓
地
に

は
第
三
回
巡
礼
の
同
行
者
で
あ
っ
た
法
学
者
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
＝

サ
ー
ビ
ク
も
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
は
こ
の
カ
イ
ロ
郊
外
に
位
置
す
る
一
族
の
墓
で
は
な
く
、
メ
デ

ィ
ナ
に
自
ら
が
創
建
し
た
墓
所
へ
の
埋
葬
を
強
く
希
望
し
て
い
た

と
い（
う
）
88

。
官
僚
の
墓
廟
は
、
そ
の
多
く
に
食
糧
配
給
を
は
じ
め
と

す
る
善
行
に
充
て
た
ワ
ク
フ
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
建
設
は

比
較
的
優
先
度
の
高
い
善
行
で
あ
っ（
た
）
89

。
だ
が
ダ
マ
ス
ク
ス
か
ら

カ
イ
ロ
へ
と
活
動
拠
点
を
移
し
た
ム
ズ
ヒ
ル
家
に
お
い
て
は
、
墓

地
に
対
す
る
現
実
的
な
必
要
性
が
あ
っ
た
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、

墓
地
の
位
置
及
び
共
に
埋
葬
を
希
望
す
る
人
物
の
選
定
に
み
え
る

宗
教
的
指
向
性
で
あ
る
。
サ
フ
ラ
ー
地
区
の
墓
地
が
一
五
世
紀
す

で
に
参
詣
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
禁
欲
聖
者
ミ
ヌ
ー
フ
ィ
ー 

‘ A
bdullā h al-M

inū fī

（
七
四
九
／
一
三
四
八
年
歿
）
の
廟
に
隣

接
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
ム
ウ
タ
カ
ド
ら
聖
性
の
高
い

人
物
が
廟
内
に
埋
葬
さ
れ
て
い（
た
）
90

。
さ
ら
に
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ

ィ
ー
ン
は
「
イ
ブ
ン
・
ワ
リ
ー
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン Ibn W

alī  
al-D
ī n

」
の
名
で
知
ら
れ
る
シ
ャ
リ
ー
フ
を
指
名
し
、
廟
に
居
住

さ
せ
た
。
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
彼
の
父
は
聖
者 ṣā liḥ

で
あ

り
、
そ
の
家
系
は
「
義
な
る
一
族 bayt ṣ alā ḥ

」
で
あ
る
と
い（
う
）
91

。

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、
最
大
の
聖
者
で
あ
る
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
廟
の
傍
ら
に
建
設
し
た
学
院
に
自
ら
の
墓
廟
を
付
属
さ（
せ
）
92

、

カ
イ
ロ
と
同
様
に
傑
出
し
た
ウ
ラ
マ
ー
及
び
聖
者
の
埋
葬
地
と
し

て
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
。
カ
イ
ロ
、
メ
デ
ィ
ナ
の
い
ず
れ
に
お

い
て
も
、
ム
ズ
ヒ
ル
家
は
「
墓
」
を
基
軸
と
し
て
聖
者
と
の
近
接

性
を
永
続
化
す
る
方
法
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

二
〇
四
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（
2
）
メ
ッ
カ
の
リ
バ
ー
ト
・
サ
ビ
ー
ル

　

メ
ッ
カ
に
お
い
て
は
、
第
三
回
巡
礼
中
に
ワ
ク
フ
を
設
定
し
た

サ
フ
ァ
ー
の
リ
バ
ー
ト
に
加
え
、
身
寄
り
の
な
い
人
々
の
収
容
を

目
的
と
し
た
リ
バ
ー
ト
を
建
設
し
た
。
ま
た
、「
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ

ル
の
益
に
供
す
る
」
た
め
の
二
軒
の
サ
ビ
ー
ル
（
給
水
所 

sabī l

）
を
建
設
し
、
上
階
は
孤
児
を
対
象
と
し
た
無
償
の
教
育

施
設m

aktab al-aytā m
と
し
て
利
用
さ
れ（
た
）
93

。

　

聖
地
滞
在
者
を
指
す
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
の
多
く
は
新
来
の
ウ
ラ

マ
ー
で
あ（
り
）
94

、
特
に
こ
の
術
語
で
呼
ば
れ
る
人
物
は
、
特
別
な
霊

力
や
超
自
然
的
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
認
知
さ
れ
て
い（
た
）
95

。
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
ウ
ラ
マ
ー
を
対
象
と
し
た
慈
善
・
善
行

は
カ
イ
ロ
に
偏
り
を
み
せ
る（
が
）
96

、
首
都
の
ウ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
パ

ト
ロ
ネ
ー
ジ
事
業
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
権
力
基
盤
形
成
に
資
し
た
こ
と
に

比
し
て
、
聖
域
に
集
う
ウ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
保
護
に
は
、
よ
り
強

い
宗
教
的
な
含
蓄
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
メ
デ
ィ
ナ
の
給
食
ワ
ク
フ

　

第
三
は
、
メ
デ
ィ
ナ
に
対
し
て
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
が
設
定
し
た

給
食
ワ
ク
フ
へ
の
賛
同
と
追
加
で
あ
る
。
八
八
四
／
一
四
八
〇
年
、

巡
礼
の
道
中
に
メ
デ
ィ
ナ
を
参
詣
し
た
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
は
、
住

民
の
窮
乏
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
を
機
に
、
八
八
五
年
ラ

ビ
ー
ウ
・
ア
ル
＝
ア
ウ
ワ
ル
月
／
一
四
八
〇
年
五
―
六
月
、
貧
者

を
対
象
と
し
た
六
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
ワ
ク
フ
設
定
を
決
定
し
、

ダ
シ
ー
シ
ャ
（
挽
割
小
麦
粥 dashī sha

）、
パ
ン
、
油
な
ど
を

日
々
支
給
す
る
た
め
の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
旨
が
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
。

　

八
八
八
／
一
四
八
三
年
の
預
言
者
誕
生
祭
に
際
し
、
こ
の
給
食

ワ
ク
フ
に
対
す
る
二
〇
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
財
源
追
加
が
再
び
ザ

イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ（
た
）
97

。
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
ダ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ン
地
区 khuṭṭ  al-D

ajjā jī n

に
ス
ル
タ
ー
ン
と
共
同
で
所
有
し
て
い
た
ウ
ィ
カ
ー
ラ
、
カ
イ

サ
ー
リ
ー
ヤ
を
含
む
複
合
商
業
施
設
に
つ
い
て
、
同
年
サ
フ
ァ
ル

月
一
〇
日
／
一
四
八
三
年
三
月
二
〇
日
、
自
ら
の
持
ち
分
で
あ
る

二
分
の
一
に
対
し
て
ワ
ク
フ
設
定
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
八

九
〇
年
ラ
ビ
ー
ウ
・
ア
ル
＝
ア
ー
ヒ
ラ
月
二
八
日
／
一
四
八
五
年

五
月
一
四
日
、
そ
の
一
部
を
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
ダ
シ
ー
シ
ャ
、

小
麦
、
パ
ン
の
配
給
に
充
当
す
る
た
め
、
ワ
ク
フ
対
象
に
関
す
る

規
定
を
改
め（
た
）
98

。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
か
ら
巡
礼
者
が
集
ま
る
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ

の
両
聖
地
は
、
同
地
に
お
け
る
善
行
の
効
果
の
高
さ
に
加
え
、
敬

虔
な
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
場
と
し
て
も
相
応
し

二
〇
五
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か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
一
五
世
紀
の
メ
デ
ィ
ナ
で
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
全
体
に
お
け
る
ム
ハ
ン
マ
ド
崇
敬
の
拡
大
と
い

う
背
景
の
も
と
、
ス
ン
ナ
派
諸
王
朝
か
ら
の
「
遠
隔
喜
捨
」
が
活

発
化
し
て
い
た（
が
）
99

、
圧
倒
的
な
規
模
で
慈
善
事
業
を
展
開
し
た
の

は
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
で
あ
っ
た
。
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
は
、
上
記
の

給
食
ワ
ク
フ
に
代
表
さ
れ
る
、
同
地
の
貧
者
に
対
す
る
大
規
模
な

サ
ダ
カ
を
実
施
し
た
ほ
か
、
預
言
者
モ
ス
ク
に
隣
接
す
る
位
置
に

マ
ド
ラ
サ
、
リ
バ
ー
ト
、
給
水
所
等
を
建
設
し
、
八
八
七
／
一
四

八
三
年
に
は
罹
災
し
た
預
言
者
モ
ス
ク
の
全
面
的
改
築
を
担
っ（
た
）
100

。

こ
れ
ら
の
諸
事
業
に
お
い
て
は
、
規
模
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
ザ

イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
メ
デ
ィ
ナ
で
手
掛
け
た
慈
善
・
善
行

と
の
間
に
共
通
性
が
確
認
さ
れ
る
。

　

ス
ル
タ
ー
ン
を
含
む
マ
ム
ル
ー
ク
軍
人
が
公
正
な
ム
ス
リ
ム
の

支
配
者
で
あ
る
こ
と
を
社
会
に
明
示
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

彼
ら
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
善
行
に
政
治
的
含
蓄
が
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
よ
う
な
ア
ラ
ブ
・
ム
ス

リ
ム
家
系
出
身
の
官
僚
に
と
っ
て
、
善
行
の
動
機
に
お
け
る
政
治

性
は
マ
ム
ル
ー
ク
に
比
し
て
希
薄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
文
官
と
し
て
唯
一
ア
シ
ュ
ラ
フ
ィ
ー
ヤ

学
院 al-M

adrasa al-A
shrafiyya

の
副
管
財
人
に
名
を
連（
ね
）
101

、

給
食
ワ
ク
フ
事
業
の
発
足
に
お
い
て
は
広
報
と
自
身
の
ワ
ク
フ
規

定
の
変
更
を
行
な
う
こ
と
で
、
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
が
メ
デ
ィ
ナ
で

展
開
し
た
慈
善
事
業
に
深
く
関
与
し
た
。
だ
が
、
同
マ
ド
ラ
サ
の

副
管
財
人
職
は
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
職
保
有
者
に
委

託
さ
れ
て
お
り
、
給
食
ワ
ク
フ
は
カ
イ
ロ
と
メ
デ
ィ
ナ
の
諸
高
官

を
巻
き
込
ん
だ
国
家
事
業
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い（
た
）
102

。
し
た

が
っ
て
、
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
の
職
掌
に
結
び
つ
い

た
諸
事
業
と
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
個
人
の
裁
量
に
基

づ
い
て
実
施
し
た
諸
事
業
は
、
分
け
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ（
う
）
103

。

　

歴
代
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
る
メ
デ
ィ
ナ
へ
の
寄

進
は
、
預
言
者
モ
ス
ク
、
と
り
わ
け
預
言
者
廟
に
集
中
し
て
い
た

が
、
そ
の
主
た
る
対
象
は
墓
周
辺
の
構
造
物
や
環
境
の
整
備
で
あ

っ（
た
）
104

。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
聖
地
に
対
す
る
慈
善
は
第

三
回
巡
礼
時
が
最
初
で
あ
る
が
、
当
時
の
ス
ル
タ
ー
ン
・
フ
シ
ュ

カ
ダ
ム
が
メ
デ
ィ
ナ
を
対
象
と
し
た
慈
善
に
注
力
し
た
こ
と
を
示

す
史
料
記
述
は
確
認
さ
れ
ず
、
聖
者
廟
の
修
繕
を
含
む
一
連
の
善

行
は
、
王
権
の
関
与
か
ら
離
れ
、
彼
自
身
の
意
向
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
八
八
四
／
一
四
八
〇
年
、
メ
デ
ィ
ナ
を

参
詣
し
た
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
は
、「
畏
怖
と
謙
遜
に
よ
っ
て
」
預

言
者
廟
内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
と
い（
う
）
105

。
そ
れ
に
対

し
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
預
言
者
廟
内
部
で
泥
桶
を
担

ぎ
、
モ
ス
ク
内
で
雑
用
に
従
事
す
る
と
い
う
積
極
性
及
び
そ
の
地

二
〇
六
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位
に
不
相
応
な
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ナ
住
民
の
耳
目
を
集

め
、
預
言
者
と
正
統
カ
リ
フ
た
ち
の
墓
前
で
公
正
の
実
践
を
誓
う

ド
ゥ
ア
ー
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
歴
代
の
ス
ル
タ
ー
ン
と
は
全
く

異
な
る
敬
虔
さ
の
表
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
す
で
に
カ
イ
ロ
郊
外

の
聖
性
の
高
い
場
所
に
一
族
の
墓
所
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
晩
年
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
「
遠
隔
喜
捨
」
に
よ

っ
て
預
言
者
モ
ス
ク
に
隣
接
す
る
学
院
に
自
身
の
墓
を
内
包
さ
せ

た
と
い
う
事
実
は
、
官
職
引
退
後
に
メ
デ
ィ
ナ
で
余
生
を
送
る
希

望
を
抱
い
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
地
に
も
聖
者

を
埋
葬
す
る
こ
と
で
聖
性
を
重
層
化
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い

た
。
一
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
と
メ
デ

ィ
ナ
と
の
関
わ
り
に
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
を
筆
頭
と
す
る
諸

聖
者
と
直
に
接
触
し
、
か
つ
彼
ら
か
ら
の
恩
寵
を
恒
久
的
に
享
受

す
る
こ
と
へ
の
願
望
が
投
影
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
．
結
論

　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ

ル
職
就
任
後
も
聖
地
訪
問
を
繰
り
返
し
要
請
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
具
体
的
記
述
が
得
ら
れ
る
の
は
八
八
一
年
ラ
ビ
ー
ウ
・
ア

ル
＝
ア
ー
ヒ
ラ
月
／
一
四
七
六
年
七
―
八
月
で
あ
り
、
カ
ー
イ
ト

バ
ー
イ
に
対
し
、
そ
の
年
の
巡
礼
団
に
加
わ
り
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
に

逗
留
す
る
許
可
を
求
め（
た
）
106

。
だ
が
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
は
、
文
民
で

あ
る
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
、
通
常
は
十
人
長
も
し
く
は

四
十
人
長
の
マ
ム
ル
ー
ク
か
ら
選
出
さ
れ
る
第
一
巡
礼
隊
長
職
の

ヒ
ル
ア
を
与
え
、
そ
の
数
日
後
に
解
任
す
る
と
い
う
不
可
解
な
任

免
を
行
な
っ
た
。
マ
ラ
テ
ィ
ー‘ A

bd al-Bā siṭ  al-M
alaṭī

（
八

四
四
〜
九
二
〇
／
一
四
四
〇
〜
一
五
一
四
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
を
カ
イ
ロ
に
留
め
る
こ
と
を
意
図
し

た
も
の
で
、
巡
礼
の
申
請
に
対
す
る
強
い
拒
絶
の
表
明
で
あ
り
、

当
惑
し
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
自
ら
隊
長
職
を
辞
し
た

と
あ（
る
）
107

。
結
果
と
し
て
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
巡
礼
は

カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
治
世
以
前
に
行
な
わ
れ
た
第
三
回
が
最
後
と
な

っ
た
。

　

有
力
官
僚
と
し
て
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、
メ
ッ

カ
・
メ
デ
ィ
ナ
に
対
す
る
大
規
模
な
サ
ダ
カ
を
行
な
う
こ
と
で
社

会
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、
国
家
事
業
と
し
て
の
慈
善
に
も
深
く
関

与
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
巡
礼
及
び
聖
地
で
の
善
行
を
通
じ
た

自
ら
の
権
力
基
盤
の
拡
大
で
あ
る
。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

は
巡
礼
に
際
し
、
自
身
の
影
響
下
に
あ
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
や
行
政
官

を
伴
っ
た
ほ
か
、
聖
地
滞
在
を
通
じ
て
新
た
な
人
的
関
係
を
構
築

し
た
。
マ
ド
ラ
サ
、
リ
バ
ー
ト
等
の
宗
教
施
設
を
設
立
す
る
行
為

に
は
、
財
を
一
族
内
に
留
め
つ
つ
、
ポ
ス
ト
に
対
す
る
影
響
力
を

二
〇
七



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

四
四　
（

次
世
代
に
継
承
さ
せ
る
効
果
も
あ
っ
た
。
巡
礼
時
、「
ザ
イ
ン
・

ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
ジ
ャ
マ
ー
ア
」
に
属
し
た
ウ
ラ
マ
ー
の
多
く

が
、
後
に
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
創
設
し
た
宗
教
施
設
で

教
鞭
を
執
っ
て
お
り
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
没
後
は
息
子

バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
管
財
人
と
し
て
人
事
権
を
掌
握
し

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
ワ
ク
フ
制
度
に
基
づ
く
慈
善
は
、
人
的

関
係
の
継
承
を
念
頭
に
置
い
た
将
来
的
な
投
資
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
管
理
と
表
裏
一
体
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
下
に

あ
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
や
他
の
有
力
家
系
は
、
官
職
や
宗
教
諸
職
へ
の

任
命
等
を
通
じ
て
便
宜
を
受
け
つ
つ
、
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
権
力
基
盤

の
一
端
を
担
う
党
派
的
な
在
り
方
を
示
し
、
彼
の
生
存
戦
略
の
一

部
を
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発

揮
し
た
聖
地
に
お
け
る
行
動
の
諸
形
態
に
は
、
彼
自
身
の
宗
教
的

指
向
性
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
巡
礼
に
お
け
る

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
宗
教
実
践
は
、
タ
サ
ウ
ウ
フ
の
修

得
と
預
言
者
と
の
直
接
的
接
触
を
特
徴
と
し
た
。
彼
の
慈
善
事
業

に
関
し
て
は
、
カ
イ
ロ
で
は
ウ
ラ
マ
ー
の
保
護
が
中
心
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
食
糧
配
給
、
リ
バ
ー
ト
、

マ
ク
タ
ブ
の
設
立
、
給
食
ワ
ク
フ
へ
の
資
金
提
供
を
通
じ
た
救
貧

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
聖
域
に
暮
ら
す
社

二
〇
八

註（1
）　

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
巡
礼
制
度
は
、‘ A

bdullā h ‘ A
nkaw

i, 

会
的
弱
者
へ
の
善
行
を
通
じ
て
自
己
の
救
済
を
求
め
る
ザ
イ
ン
・

ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
宗
教
感
情
と
同
時
に
、
高
い
慈
善
の
効
果
を

期
待
し
て
各
地
か
ら
の
サ
ダ
カ
が
活
発
化
し
た
結
果
、
両
聖
地
が

困
窮
者
を
強
力
に
引
き
寄
せ
て
い
た
と
い
う
現
実
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

最
大
の
聖
地
メ
ッ
カ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
巡
礼
の
付
随
的
な

参
詣
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
な
メ
デ
ィ
ナ
に
対
し
て（
も
）
108

、
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
格
別
の
関
心
を
傾
け
て
い
た
。
一
連
の

行
動
や
善
行
の
前
提
に
、
当
該
時
期
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け

る
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
拡
大
・
預
言
者
崇
敬
の
深
化
と
い
う
社
会
的

潮
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
の
慈

善
事
業
と
の
共
通
性
も
見
出
さ
れ
る
。
だ
が
そ
の
実
践
方
法
に
鑑

み
れ
ば
、
官
僚
の
慈
善
を
同
時
代
ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
る
サ
ダ
カ
の

単
純
な
縮
小
版
と
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
、
同
時
代

の
ウ
ラ
マ
ー
を
含
め
た
文
民
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
聖
地
に
対
す
る
関

与
の
諸
様
態
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

の
諸
事
業
が
有
し
た
社
会
的
含
意
も
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ

う
。



後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

）

四
五　
（
二
〇
九

“ T
he Pilgrim

age to M
ecca in M

am
lū k T

im
es” , A

rabian 
Studies, 1, 1974, pp. 146-170

に
示
さ
れ
て
い
る
。
政
府
高
官

に
よ
る
巡
礼
の
形
態
は
、K

athryn Johnson, “ Royal Pilgrim
s: 

M
am

lū k A
ccounts of the Pilgrim

ages to M
ecca of the 

K
haw

and al-K
ubrā  

（Senior W
ife of the Sultan

）” , Studia 
Islam

ica, 91, 2000, pp. 107-131; D
oris Behrens-A

bouseif, 
“ T

he M
aḥ m

al Legend and the Pilgrim
age of the Ladies 

of the M
am

luk Court” , M
am

lū k Studies R
eview

, 1, 1997, 
pp. 87-96

を
見
よ
。
メ
ッ
カ
に
対
す
る
寄
進
は
、Richard T

. 
M

ortel, “ M
adrasas in M

ecca during the M
edieval Pe-

riod: A
 D

escriptive Study Based on Literary Sources” , 
Bulletin of the School of O

riental and A
frican Studies, 

60/2, 1997, pp. 236-252; idem
., ““ Ribā ṭ s”  in M

ecca during 
the M

edieval Period: A
 D

escriptive Study Based on Lit-
erary Sources” , Bulletin of the School of O

riental and 
A
frican Studies, 61/1, 1998, pp. 29-50

を
見
よ
。
当
該
時
期

の
メ
デ
ィ
ナ
に
つ
い
て
は
、
長
谷
部
史
彦
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ

デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
今
谷
明
編

『
王
権
と
都
市
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
九
〜
二
四
五

頁
に
お
い
て
、
そ
の
概
要
と
王
権
の
関
与
形
態
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
の
定
義
は
同
論
文
二
二
九
頁
を
参
照
せ
よ
。

メ
デ
ィ
ナ
に
対
す
る
慈
善
に
最
も
注
力
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
と
さ
れ

る
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
の
諸
事
業
は
、D

oris Behrens-A
bouseif, 

“ Q
ā ytbā y’ s Foundation in M

edina, the M
adrasah, the 

Ribā ṭ , and the D
ashī shah” , M

am
lū k Studies R

eview
, 2, 

1998, pp. 61-71

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

一
五
世
紀
後
半
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
は
頻
繁
な
任
免
に
よ
る
多
額

の
賄
賂
収
入
を
前
提
と
し
た
財
政
政
策
を
採
っ
て
い
た
。
当
該
時

期
の
売
官
問
題
に
つ
い
て
はA

ḥ m
ad ‘ A

bd al-Rā ziq A
ḥ m

ad, 
al-B

adhl w
a’ l-B

arṭ ala Zam
ana Salā ṭī n al-M

am
ā lī k: 

D
irā sa ‘ an al-R

ishw
a, Cairo, 1979; Bernadette M

ar-
tel-T

houm
ian, “ T

he Sale of O
ffi
ce and Its Econom

ic Con-
sequences during the Rule of the Last Circassians （872-
922/1468-1516

）” , M
am

lū k Studies R
eview

, 9/2, 2005, pp. 
49-83; T

oru M
iura, “ A

dm
inistrative N

etw
orks in the 

M
am

lū k Period: T
axation, Legal Execution, and Brib-

ery” , in T
sugitaka Sato 

（ed.

）, Islam
ic U

rbanism
 in 

H
um

an H
istory: Political Pow

er and Social N
etw

orks, 
London, 1997, pp. 39-76

を
見
よ
。

（
3
）　Bernadette M

artel-T
houm

ian, Les civils et l’ adm
inis-

tration dans l’ état m
ilitaire m

am
lū k 

（IX
e/X

V
e siécle

）, 
D
am

ascus, 1992, pp. 391-414; D
oris Behrens-A

bouseif, 
Cairo of the M

am
luks: A

 H
istory of the A

rchitecture and 
Its Culture, London/N

ew
Y
ork, 2007, pp. 21-23; 

五
十
嵐
大

介
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
官
僚
と
慈
善
事
業
ー
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
バ
ー
ス
ィ
ト
の
事
例
を
中
心
に
」、

中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の

都
市
と
国
家
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
、
五
一
六
〜
五

一
八
頁
。

（
4
）　

チ
ェ
ル
ケ
ス
・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
複
数
の
宗
教
・
教
育
施
設

を
創
設
し
た
七
名
の
官
僚
の
う
ち
、
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ
に
施
設

を
創
設
し
た
の
は
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
と
ア
ブ
ド
ゥ
ル
＝



史
　
　
　
学
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四
六　
（
二
一
〇

バ
ー
ス
ィ
ト Zayn al-D

ī n ‘ A
bd al-Bā siṭ

（
八
五
四
／
一
四
五

〇
年
歿
）
の
み
で
あ
っ
た
（
五
十
嵐
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
官

僚
と
慈
善
事
業
」、
五
一
九
頁
）。
さ
ら
に
こ
の
七
名
の
う
ち
六
名

が
財
務
系
官
職
経
験
者
で
あ
り
、
文
書
庁
長
官
と
し
て
キ
ャ
リ
ア

を
重
ね
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、
対
象
と
し
た
地
域
・

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
両
側
面
に
お
い
て
例
外
的
な
位
置
づ
け

に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
5
）　

彼
の
出
身
家
系
で
あ
る
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
構
成
員
及
び
経
歴
に
つ

い
て
は
、M

artel-T
houm

ian, Les civils et l’ adm
inistration, 

pp. 267-281

に
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
年
代
、
人
物
の
比
定

に
修
正
を
加
え
、
彼
ら
の
経
歴
を
再
構
成
し
た
も
の
が
拙
稿
「
後

期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
ー
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
の
家
系
と
経
歴
」『
史
学
』
八
三
（
二
・

三
）
号
、
二
〇
一
四
年
、
三
七
〜
八
一
頁
で
あ
る
。
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
手
掛
け
た
慈
善
は
拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝

有
力
官
僚
の
実
像
（
二
）
ー
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ

ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
の
公
務
と
慈
善
」『
史
学
』
八
四
（
一
〜
四
）
号
、

二
〇
一
五
年
、
一
三
五
〜
一
八
〇
頁
、
通
婚
を
通
じ
た
ム
ズ
ヒ
ル

家
の
生
存
戦
略
に
つ
い
て
は
拙
稿“ T

he M
uzhir Fam

ily: M
ar-

riage as a D
isaster M

itigation Strategy” , O
rient, 54, 

2019, pp. 127-144

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）　

他
方
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
と
同
じ
く
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
に

慈
善
を
展
開
し
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
＝
バ
ー
ス
ィ
ト
に
つ
い
て
は
、
キ

ス
ワ
管
財
人
と
い
う
経
歴
、
バ
ル
ス
バ
ー
イ
に
よ
る
メ
ッ
カ
に
お

け
る
諸
事
に
対
す
る
付
託
と
い
う
政
治
的
・
職
務
的
な
関
わ
り
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
五
十
嵐
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
官
僚
と
慈

善
事
業
」、
五
一
四
頁
）。

（
7
）　al-Sakhā w

ī , al-D
hayl ‘ alā  R

af‘  al-Iṣ r aw
 B

ughyat 
al-‘ U

lam
ā’  w

a’ l-R
uw
ā h, Cairo: al-H

ay’ a al-M
iṣ riyya al-

‘Ā
m
m
a li’ l-K

itā b, 2000 ﹇
以
下D

hayl R
af‘

と
略
記
﹈, p. 484.

（
8
）　

サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
カ

マ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
勧
め
に
応
じ
て
必
要
物
資
を
準
備

し
て
い
た
も
の
の
、
他
の
有
力
者
か
ら
独
力
で
巡
礼
す
る
よ
う
干

渉
を
受
け
、
最
終
的
に
は
自
身
の
名
で
巡
礼
団
を
組
織
し
た
と
い

う
（D

hayl R
af‘ , p.  484

）。

（
9
）　

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
五
〇
年
の
巡
礼
団
に
つ
い
て
は
、Johnson, 

“ Royal Pilgrim
s” , pp. 110-114

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

副
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
時
代
の
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝

デ
ィ
ー
ン
二
世
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力

官
僚
の
実
像
」、
四
四
〜
四
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
修
得
し
た
学
問
及
び
師
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
」、
五
〇

〜
五
二
頁
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
中
央
の
官
職
を
獲
得
し
た
の
は
、

八
五
七
／
一
四
五
三
年
の
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
イ
ス
タ
ブ
ル
職

が
最
初
で
あ
る
（Ibn Iyā s, Badā’ i‘  al-Zuhū r fī  W

aqā’ i‘  al-
D
uhū r,  6 vols., Cairo: D

ā r al-K
utub w

a’ l-W
athā’ iq al-Q

a-
w
m
iyya bi’ l-Q

ā hira, 2008 

﹇
以
下Badā’ i‘

と
略
記
﹈, vol. 2, p. 

314; D
hayl R

af‘ , p. 479; al-M
alaṭī , N

ayl al-A
m

al fī  D
hayl 

al-D
uw

al,  9 vols., Beirut and Sayda: al-M
aktaba al-‘ A

ṣ ri-
yya, 2002 ﹇

以
下N

ayl

と
略
記
﹈, vol. 5, p.  403

）。

（
13
）　

ズ
バ
イ
ダ
は
バ
ハ
ー
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ



後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

）

四
七　
（
二
一
一

ブ
ン
・
ヒ
ッ
ジ
ー Bahā’  al-D

ī n M
uḥ am

m
ad ibn Ḥ ijjī

（
八
一

二
〜
八
五
〇
／
一
四
〇
九
〜
一
四
四
六
年
）
と
カ
マ
ー
ル
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ル
＝
バ
ー
リ
ズ
ィ
ー
の
娘
ザ
イ
ナ
ブ
（
後

述
）
の
間
に
生
ま
れ
、
ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
ヤ
フ

ヤ
ー
・
イ
ブ
ン
・
ヒ
ッ
ジ
ー
の
姉
／
妹
に
あ
た
る
。
彼
女
の
系
譜

は
拙
稿“ T

he M
uzhir Fam

ily” , p.  134

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）　D

hayl R
af‘ , p. 484.　

他
方
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
妻
ム
グ
ル
に

関
し
て
は
出
発
、
帰
還
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
行
進
の
具
体
的
記

述
は
得
ら
れ
な
い
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
そ
の
理
由
と
し
て
彼
女
と
ジ

ャ
ク
マ
ク
と
の
関
係
が
良
好
で
な
か
っ
た
こ
と
、
彼
女
の
有
し
た

役
割
が
他
の
ス
ル
タ
ー
ン
の
妻
た
ち
に
比
し
て
小
さ
か
っ
た
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
（Johnson, “ Royal Pilgrim
s” , p.  111

）。

（
15
）　

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
八
六
一
年
の
巡
礼
はBadā’ i‘ , vol. 2, p. 341; 

D
hayl R

af‘ , p.  484

に
依
拠
し
た
が
、
後
者
の
原
文
で
は
八
七
一

年
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
「
二
つ

の
職
、
す
な
わ
ち
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
イ
ス
タ
ブ
ル
と
エ
ジ
プ

ト
の
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
ジ
ャ
ワ
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
際
」
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
は
八
六
一
年
を
意
図
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　

こ
の
年
の
ザ
イ
ナ
ブ
の
巡
礼
に
つ
い
て
は
、Johnson, “ Royal 

Pilgrim
s” , pp. 114-119

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）　

拙
稿“ T

he M
uzhir Fam

ily” , pp. 135-136.

（
18
）　Ibn Fahd, Itḥā f al-W

arā  bi-A
khbā r U

m
m

 al-Q
urā ,  5 

vols., M
ecca: Jā m

i‘ at U
m

m
 al-Q

urā , 1983-1990

﹇
以
下

Itḥā f

と
略
記
﹈, vol. 4, p. 474; al-Sakhā w

ī , al-T
uḥ fa al-Laṭī fa 

fī  T
a’ rī kh al-M

adī na al-Sharī fa,  2 vols., Beirut: D
ā r 

al-K
utub al-‘ Ilm

iyya, 1993 

﹇
以
下T

uḥ fa

と
略
記
﹈, vol. 1, p. 

36.

（
19
）　D

hayl R
af‘ , p. 482.

（
20
）　Badā’ i‘ , vol. 2, p. 447; al-Sakhā w

ī , al-Ḍ aw
’  al-Lā m

i‘  
li’ l-A

hl al-Q
arn al-T

ā si‘ ,  12 vols., Cairo: M
aktabat al-

Q
udsī , 1935-1937 ﹇

以
下Ḍ aw

’

と
略
記
﹈, vol. 7, pp. 197-198, 

vol. 11, p. 89; D
hayl R

af‘ , p. 482; N
ayl, vol. 6, p.  259

（
月

の
言
及
の
み
）; Ibn T

aghrī  Birdī , al-N
ujū m

 al-Zā hira fī  
M

ulū k M
iṣ r w

a’ l-Q
ā hira,  16 vols., Cairo: D

ā r al-K
utub 

w
a’ l-W

athā’ iq al-Q
aw

m
iyya bi’ l-Q

ā hira, 2005-2006 

﹇
以
下

N
ujū m

と
略
記
﹈, vol. 16, p. 298.

（
21
）　D

hayl R
af‘ , p. 482. 

カ
イ
ロ
か
ら
メ
ッ
カ
へ
の
巡
礼
に
要
す

る
日
数
は
四
五
〜
五
〇
日
間
で
あ
り
（‘ A

nkaw
i, “ T

he Pilgrim
-

age to M
ecca in M

am
lū k T

im
es” , p.  108

）、
こ
れ
を
逆
算
し

て
カ
イ
ロ
発
の
公
式
巡
礼
団
は
通
常
シ
ャ
ウ
ワ
ー
ル
月
の
中
旬
ま

で
に
出
発
す
る
。
そ
れ
に
先
ん
じ
て
ラ
ジ
ャ
ブ
月
に
出
発
す
る
巡

礼
団 al-rakb al-rajabī

は
、
聖
都
へ
の
長
期
滞
在
を
希
望
す
る

巡
礼
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
（‘ A

nkaw
i, “ T

he Pilgrim
-

age to M
ecca in M

am
lū k T

im
es” , p.  147

）。

（
22
）　

第
一
巡
礼
隊
長
は
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ハ
ー
ッ
ジ
ュ
（
巡
礼
隊

長 am
ī r al-ḥā jj

）
が
率
い
る
本
隊 rakb al-m

aḥ m
il

に
先
駆
け

て
出
発
す
る
第
一
隊 al-rakb al-aw

w
al

を
統
率
す
る

（‘ A
nkaw

i, “ T
he Pilgrim

age to M
ecca in M

am
lū k T

im
es” , 

pp. 157-159

）。

（
23
）　D

hayl R
af‘ , p. 482.

（
24
）　D

hayl R
af‘ , p. 483.
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四
八　
（
二
一
二

（
25
）　D

hayl R
af‘ , pp. 482-483.

（
26
）　Itḥā f, vol. 4, p.  471

に
は
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
二
六
日
木
曜
日

と
あ
る
。

（
27
）　D

hayl R
af‘ , p. 483.

（
28
）　Badā’ i‘ , vol. 2, p. 451; D

hayl R
af‘ , p. 484; N

ayl, vol. 6, 
p. 273; N

ujū m
, vol. 16, p. 301.

（
29
）　

カ
イ
ロ
帰
還
時
に
行
な
わ
れ
る
行
進
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

Johnson, “ Royal Pilgrim
s” , p. 107, 122,  127

を
見
よ
。

（
30
）　D

hayl R
af‘ , p. 484.

（
31
）　D

hayl R
af‘ , p. 482.

（
32
）　Itḥā f, vol. 4, p. 471.

（
33
）　

サ
ア
ド
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の

息
子
た
ち
の
な
か
で
最
年
長
で
あ
っ
た
が
、
官
職
就
任
を
示
す
記

述
が
な
い
。
ま
た
「
背
中
が
湾
曲
し
て
い
る aḥ dab

」
と
い
う
身

体
的
特
徴
が
あ
っ
た
（Ḍ aw

’ , vol. 1, p.  35
）。

（
34
）　Badā’ i‘ , vol. 3, p. 302.

（
35
）　N

ayl, vol. 8, p. 188; al-Sakhā w
ī , W

ajī z al-K
alā m

 fī  al-
D
hayl ‘ alā  D

uw
al al-Islā m

,  4 vols., Beirut: M
u’ assasat al-

Risā la, 1995 ﹇
以
下W

ajī z

と
略
記
﹈, vol. 3, p. 1133.

（
36
）　Ḍ aw

’ , vol. 12, p. 37.

（
37
）　Itḥā f, vol. 4, p. 472.

（
38
）　Ḍ aw
’ , vol. 10, p. 137; Itḥā f, vol. 4, p. 477.

（
39
）　

た
と
え
ば
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア

ル
＝
ジ
ャ
イ
シ
ュ
職
就
任
の
際
、
要
求
さ
れ
た
上
納
金
を
ナ
ー
ブ

ル
ス
で
私
設
官
房
長
を
務
め
て
い
た
人
物
を
通
じ
て
調
達
し
て
い

る
（al-Biqā‘ī , Iẓ hā r al-‘ A

ṣ r li-A
srā r A

hl al-‘ A
ṣ r: T

a’ rī kh 

al-Biqā‘ī ,  3 vols., Riyadh, 1992-1993 

﹇
以
下Iẓ hā r

と
略
記
﹈, 

vol. 3, p.  343

）。

（
40
）　Ḍ aw

’ , vol. 4, pp. 292-294; Itḥā f, vol. 4, p. 473.

（
41
）　A

nnem
arie Schim

m
el, A

nd M
uham

m
ad is H

is M
es-

senger: T
he V

eneration of the Prophet in Islam
ic Piety, 

Chapel H
ill, 1985, p. 37.

（
42
）　Ḍ aw

’ , vol. 5, p. 49; Itḥā f, vol. 4, p. 472.

（
43
）　Ḍ aw

’ , vol. 9, pp. 263-264; Itḥā f, vol. 4, p.  473

（
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ブ
）, Badā’ i‘ , vol. 3, p. 254; Ḍ aw

’ , vol. 8, pp. 282-284; 
Itḥā f, vol. 4, p. 472; W

ajī z, vol. 3, p. 1032

（
イ
ブ
ン
・
カ
ー

ス
ィ
ム
）.

（
44
）　Ḍ aw

’ , vol. 9, p. 264; W
ajī z, vol. 3, p. 1094.

（
45
）　Ḍ aw

’ , vol. 6, pp. 18-19, vol. 9, p. 285.

（
46
）　Ḍ aw

’ , vol. 6, p. 18, vol. 11, p. 89.

（
47
）　

拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
」、
四
三
〜
四

四
頁
。

（
48
）　al-Ṣ ayrafī , Inbā’  al-H

aṣ r bi-A
bnā’  al-‘ A

ṣ r, Cairo: al-
H
ay’ a al-M

iṣ riyya al-‘Ā
m
m
a li’ l-K

itā b, 2002, pp. 513-514. 

ダ
マ
ス
ク
ス
に
お
け
る
フ
ル
フ
ー
ル
家
と
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
関
係
に

つ
い
て
は
、T

oru M
iura, D

ynam
ism

 in the U
rban Society 

of D
am

ascus: T
he Ṣā liḥ iyya Q

uarter from
 the T

w
elfth to 

the T
w
entieth Centuries, Leiden, 2016, pp. 137-138

及
び

同
著
者
に
よ
る“ U

rban Society in D
am

ascus as the M
am

-
luk Era w

as Ending” , M
am

lū k Studies R
eview

, 10/1, 
2006, p.  161

に
依
拠
し
た
。

（
49
）　Badā’ i‘ , vol. 4, p. 84; M

iura, D
ynam

ism
 in the U

rban 



後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

）

四
九　
（
二
一
三

Society of D
am

ascus, p. 138.
（
50
）　Ḍ aw

’ , vol. 9, p. 306; Itḥā f, vol. 4, p. 594; 

拙
稿
「
後
期
マ

ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
（
二
）」、
一
五
四
頁
。

（
51
）　Badā’ i‘ , vol. 3, p. 203; Ḍ aw

’ , vol. 8, p. 217; N
ayl, vol. 7, 

p. 352.

（
52
）　D

hayl R
af‘ , p. 482.

（
53
）　

五
十
嵐
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
官
僚
と
慈
善
事
業
」、
五
〇

五
頁
。

（
54
）　

同
じ
く
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
に
お
い
て
慈
善
を
行
な
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ

ル
＝
バ
ー
ス
ィ
ト
は
、
巡
礼
に
向
か
う
ス
ー
フ
ィ
ー
に
対
し
、
日

傘
の
ほ
か
、
道
中
飲
食
す
る
た
め
の
二
五
キ
ン
タ
ー
ル
（
約
一
一

二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
バ
ク
サ
マ
ー
ト
（
乾
パ
ン
）
と
十
分
な
量

の
水
を
提
供
し
た
（
五
十
嵐
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
官
僚
と
慈

善
事
業
」、
五
〇
五
頁
）。

（
55
）　D

hayl R
af‘ , p. 482.

（
56
）　D

hayl R
af‘ , pp. 482-483.

（
57
）　

そ
の
職
掌
に
は
、
ラ
ウ
ダ
と
フ
ジ
ュ
ラ
の
ハ
ー
デ
ィ
ム
た
ち
の

長 shaykh al-khuddā m

の
た
め
に
絨
毯
を
広
げ
る
ほ
か
、
フ
ジ

ュ
ラ
の
門
の
カ
ー
テ
ン
の
管
理
や
夜
間
照
明
の
準
備
が
含
ま
れ
る

（
長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・

ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
一
四
頁
）。
フ
ジ
ュ
ラ
の
ハ
ー
デ
ィ
ム
た

ち
に
つ
い
て
は
、
特
に
同
論
文
二
一
九
〜
二
二
〇
頁
を
見
よ
。

（
58
）　D

hayl R
af‘ , p. 483.

（
59
）　Ibid. 

預
言
者
の
到
来
を
告
げ
る
章
句
。
以
下
、「
汝
ら
が
苦
境

に
立
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
心
せ
ま
る
思
い
に
悩
み
、（
何
事
に
よ

ら
ず
）
汝
ら
の
為
よ
か
れ
と
念
じ
、
す
べ
て
信
仰
あ
る
人
々
に
対

し
て
は
や
さ
し
く
、
慈
悲
深
い
（
使
徒
が
…
）」（
日
本
語
訳
は
井

筒
俊
彦
訳
『
コ
ー
ラ
ン
（
上
）』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七

四
頁
に
基
づ
く
）
と
続
く
。

（
60
）　T

uḥ fa, vol. 1, p. 36.

（
61
）　

埋
葬
さ
れ
て
い
る
人
物
及
び
同
墓
地
と
預
言
者
崇
敬
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る

王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
一
六
頁
を
見
よ
。

（
62
）　

マ
グ
リ
ビ
ー
の
伝
記
はḌ aw

’ , vol. 5, pp. 79-81

を
見
よ
。

（
63
）　Ḍ aw

’ , vol. 5, p. 80.

（
64
）　Itḥā f, vol. 4, p. 474.

（
65
）　Ibid.

（
66
）　Ibid.

（
67
）　

泉
の
修
繕
に
関
す
る
情
報
はD

hayl R
af‘ , p.  483

か
ら
得
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
バ
ー
フ
ラ
ー
ン
の
泉 ‘ ayn 

Bā frā n

」
と
校
訂
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
「
バ
ー
ザ
ー
ン

Bā zā n

」
の
誤
読
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
フ
ド

の
『
メ
ッ
カ
史
』
に
よ
れ
ば
、
ハ
ラ
ム
南
東
に
位
置
す
る
バ
ー

ザ
ー
ン
門
の
由
来
と
な
っ
た
「
バ
ー
ザ
ー
ン
の
泉
」
は
、
ヒ
ジ
ュ

ラ
暦
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
断
水
と
修
繕
を
繰
り
返
し
て

い
た
（e. g. Itḥā f, vol. 3, p. 235, 482,  566

）。

（
68
）　Richard T

. M
ortel, “ T

he M
ercantile Com

m
unity of 

M
ecca during the Late M

am
lū k Period” , Journal of the 

R
oyal A

siatic Society, 4/1, 1994, p. 32, 35.
（
69
）　D

hayl R
af‘ , p. 483.

（
70
）　Ibid.

（
71
）　

拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
」、
五
五
〜
五



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

五
〇　
（
二
一
四

六
頁
。

（
72
）　Iẓ hā r, vol. 3, p. 343.

（
73
）　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
ジ
ャ
イ

シ
ュ
へ
の
復
職
か
ら
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
就
任
の
経

緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
」、

五
七
〜
五
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
74
）　Ibn Ḥ ajar al-‘ A

sqalā nī , D
hayl al-D

urar al-K
ā m

ina fī  
A
‘ yā n al-M

i’ a al-T
hā m

ina, Beirut: D
ā r al-K

utub al-‘ Ilm
i-

yya, 1998, p. 251; idem
., Inbā’  al-G

hum
ur bi-A

bnā’  al-
‘ U

m
r, Beirut: D

ā r al-K
utub al-‘ Ilm

iyya, 1975, vol. 8, pp. 
190-191.

（
75
）　Badā’ i‘ , vol. 2, p. 424; N

ayl, vol. 6, p. 198.

（
76
）　D

hayl R
af‘ , p. 481. 

（
77
）　

拙
稿“ T

he M
uzhir Fam

ily” , pp. 131-132.

（
78
）　D

hayl R
af‘ , p. 483.

（
79
）　Itḥā f, vol. 4, p. 474.

（
80
）　

九
二
一
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
／
一
五
一
五
年
二
―
三
月
、
ガ
ウ

リ
ー
（
在
位
一
五
〇
一
〜
一
五
一
六
年
）
の
妻
ウ
ン
ム
・
ス
ィ
ー

デ
ィ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド U

m
m
 Sī dī  M

uḥ am
m
ad

が
巡
礼
か
ら

帰
還
し
た
際
、
市
民
に
施
し
を
行
な
わ
ず
に
帰
城
し
た
こ
と
を
、

歴
史
家
イ
ブ
ン
・
イ
ヤ
ー
ス Zayn 

（Shihā b

） al-D
ī n M

uḥ am
-

m
ad ibn Iyā s

（
八
五
二
〜
九
三
〇
年
頃
／
一
四
四
八
〜
一
五
二

四
年
頃
）
は
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
サ
ダ
カ

へ
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
市
民
は
空
腹
を
訴
え
、
市
内
で
は
彼
女

の
吝
嗇
を
風
刺
す
る
詩
が
流
布
し
た
と
い
う
（Badā’ i‘ , vol. 4, p. 

441; Johnson, “ Royal Pilgrim
s” , pp. 127-128

）。

（
81
）　W

ajī z, vol. 3, p. 1040.

（
82
）　

同
学
院
に
お
け
る
人
員
及
び
居
住
者
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
後

期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
（
二
）」、
一
七
九
頁
の
付
表

「
三
．
メ
デ
ィ
ナ
の
ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
学
院
及
び
リ
バ
ー
ト
関
係
者
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
同
学
院
に
フ
ト
バ
は
設
置
さ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
れ
は
預
言
者
モ
ス
ク
と
の
近
接
性
に
因
る
と
考
え
ら
れ

る
（Behrens-A

bouseif, “ Q
ā ytbā y’ s Foundation in M

e-
dina” , p.  69

）。

（
83
）　

リ
バ
ー
ト
の
居
住
者
の
一
人
で
あ
る
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ア

ッ
＝
ス
ブ
キ
ー Ism

ā‘ī l ibn M
uḥ am

m
ad ibn Sulaym

ā n al-
Subkī

（
八
五
〇
頃
／
一
四
四
六
―
四
七
年
頃
生
）
は
、
視
力
の

低
下
に
よ
り
学
業
を
断
念
し
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
リ

バ
ー
ト
に
居
住
し
つ
つ
、
預
言
者
モ
ス
ク
で
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
誦

す
る
な
ど
、
内
省
の
日
々
を
過
ご
し
た
（T

uḥ fa, vol. 1, p.  184

）。

女
性
の
社
会
的
困
窮
者
の
リ
バ
ー
ト
へ
の
収
容
は
、
長
谷
部
史
彦

「
中
世
エ
ジ
プ
ト
都
市
の
救
貧
ー
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の
マ

ド
ラ
サ
を
中
心
に
」、
長
谷
部
史
彦
編
『
中
世
環
地
中
海
圏
都
市
の

救
貧
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
五
二
頁
を
見
よ
。

（
84
）　

三
浦
徹
「
中
世
エ
ル
サ
レ
ム
に
お
け
る
救
貧
」、
長
谷
部
史
彦

編
『
中
世
環
地
中
海
圏
都
市
の
救
貧
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
四
年
、
一
五
三
頁
、
長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ

ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
一
五
頁
。

（
85
）　

各
都
市
の
ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
学
院
の
概
要
は
拙
稿
「
後
期
マ
ム

ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
（
二
）」、
一
五
〇
〜
一
五
三
頁
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
86
）　

拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
（
二
）」、
一
五



後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地

）

五
一　
（
二
一
五

四
頁
。

（
87
）　Ḍ aw

’  , vol. 11, p. 89; D
hayl R

af‘ , p. 479.
（
88
）　W

ajī z, vol. 3, p. 1040.
（
89
）　

五
十
嵐
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
官
僚
と
慈
善
事
業
」、
五
二

三
頁
。
墓
地
経
営
の
実
態
及
び
墓
ワ
ク
フ
に
関
し
て
は
、
大
稔
哲

也
「
一
二
―
一
五
世
紀
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
死
者
の
街
ー
そ
の
消

長
と
機
能
の
諸
相
」『
東
洋
学
報
』
七
五
（
三
・
四
）
号
、
一
九
九

四
年
、
一
七
四
〜
一
七
八
頁
を
見
よ
。

（
90
）　

拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
（
二
）」、
一
五

四
頁
。
ミ
ヌ
ー
フ
ィ
ー
の
伝
記
はIbn Ḥ ajar al-‘ A

sqalā nī , 
al-D

urar al-K
ā m

ina fī  A
‘ yā n al-M

i’ a al-T
hā m

ina, Beirut: 
D
ā r al-K

utub al-‘ Ilm
iyya, 1997, vol. 2, pp. 189-190

を
見
よ
。

（
91
）　Ḍ aw

’ , vol. 6, p. 30.

（
92
）　

メ
デ
ィ
ナ
に
お
い
て
寄
進
者
が
死
後
の
埋
葬
に
対
す
る
明
確
な

意
思
を
表
明
し
て
墓
廟
付
き
の
マ
ド
ラ
サ
を
建
設
し
た
例
と
し
て

は
、
イ
ル
ハ
ー
ン
国
の
チ
ュ
ー
バ
ー
ン Jū bā n ibn T

adw
ā n

に

よ
る
ジ
ュ
ー
バ
ー
ニ
ー
ヤ
学
院
が
挙
げ
ら
れ
る
（
長
谷
部
「
マ
ム

ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ

ル
」、
二
三
二
頁
）。

（
93
）　

そ
の
う
ち
一
軒
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ワ
の
「
ム
タ
イ
ビ
ー
ズ
の

竈 furn al-M
uṭ aybī z

」
の
向
か
い
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う

（Itḥā f, vol. 4, p.  556

）。
マ
ク
タ
ブ
の
救
貧
機
能
に
つ
い
て
は
、

A
dam

 Sabra, Poverty and Charity in M
edieval Islam

: 
M

am
luk E

gypt, 1250-1517, Cam
bridge, 2000, pp. 80-83

を
見
よ
。

（
94
）　

長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦

官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
二
九
頁
。

（
95
）　

長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦

官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
三
〇
頁
。

（
96
）　

カ
イ
ロ
市
内
に
お
け
る
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
慈
善
は
、

拙
稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
（
二
）」、
一
五
三

〜
一
五
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
97
）　Badā’ i‘ , vol. 3, pp. 164-165; N

ayl, vol. 7, p. 255, 343; 

拙

稿
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
（
二
）」、
一
四
〇

〜
一
四
一
頁
。

（
98
）　

伊
藤
隆
郎
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
＝
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ

の
ダ
シ
ー
シ
ャ
・
ワ
ク
フ
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研

究
』
八
二
号
、
二
〇
一
一
年
、
三
七
〜
三
八
頁; D

oris Beh-
rens-A

bouseif, “ Q
aytbay’ s Investm

ents in the City of 
Cairo: W

aqf and Pow
er” , A

nnales Islam
ologiques, 32, 

1998, p. 31.

（
99
）　

長
谷
部
史
彦
「
バ
フ
マ
ニ
ー
朝
ア
フ
マ
ド
一
世
に
よ
る
カ
イ
ロ

へ
の
サ
ダ
カ
送
付
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
七
（
二
）
号
、
二
〇
〇
四

年
、
一
四
三
頁
。
ま
た
同
著
者
に
よ
る
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ

ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
三
一
〜
二

三
二
頁
も
参
照
せ
よ
。

（
100
）　Behrens-A

bouseif, “ Q
ā ytbā y’ s Foundation in M

e-
dina” , p. 68. 

カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
の
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
寄
進
・
善

行
は
、
長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・

宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
三
四
頁
の
表
二
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
。

（
101
）　Behrens-A

bouseif, “ Q
ā ytbā y’ s Foundation in M

e-



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

五
二　
（
二
一
六

dina” , p. 65.
（
102
）　

伊
藤
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
＝
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
の
ダ

シ
ー
シ
ャ
・
ワ
ク
フ
」、
五
二
頁
。

（
103
）　

ベ
ー
レ
ン
ス
＝
ア
ブ
ー
セ
イ
フ
は
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

が
八
八
六
／
一
四
八
一
年
、
一
時
的
に
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス

ィ
ッ
ル
を
解
任
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
メ
デ
ィ
ナ
に
対
す
る
給
食

ワ
ク
フ
の
設
定
が
ス
ル
タ
ー
ン
に
よ
る
強
制
で
あ
っ
た
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
（Behrens-A

bouseif, “ Q
aytbay’ s Invest-

m
ents in the City of Cairo” , p.  31

）。
だ
が
彼
自
身
が
カ
ー
イ

ト
バ
ー
イ
期
以
前
か
ら
慈
善
活
動
を
通
じ
て
メ
デ
ィ
ナ
に
高
い
関

心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
こ
の
変
更
を
意
に
反
し
た

行
為
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
104
）　

長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦

官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
三
三
頁
。

（
105
）　T

uḥ fa, vol. 3, p. 411; 

長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ

ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
三
六
頁
。

（
106
）　

八
八
一
／
一
四
七
六
年
に
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
巡
礼

を
希
望
し
た
理
由
を
示
す
明
確
な
言
及
は
な
い
が
、
そ
の
前
年
、

ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
ハ
ー
ッ
ス
（
ハ
ー
ッ
ス
庁
長
官 nā ẓ ir al-

khā ṣṣ

、
八
七
六
〜
八
八
〇
／
一
四
七
一
―
七
二
〜
一
四
七
五
年
）

職
に
あ
っ
た
息
子
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
三
世
が
義
父
の

ラ
ー
ジ
ー
ン
・
ア
ッ
＝
ザ
ー
ヒ
リ
ー Lā jī n al-Ẓā hirī

（
八
八
六
／

一
四
八
一
年
歿
）、
第
三
回
巡
礼
で
同
行
し
た
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ブ
ら

と
と
も
に
巡
礼
を
行
な
っ
て
い
る
（Itḥā f, vol. 4, p. 594; W

ajī z, 
vol. 2, p.  863

）。
ま
た
、
こ
の
頃
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の

健
康
状
態
が
一
時
的
に
悪
化
し
て
い
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

八
八
二
年
ラ
ビ
ー
ウ
・
ア
ル
＝
ア
ウ
ワ
ル
月
／
一
四
七
七
年
六
―

七
月
、
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
視
察
に
際
し
、

病
を
患
っ
て
い
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
、
侍
医
を
伴
っ

て
身
体
的
負
担
の
少
な
い
ナ
イ
ル
河
経
由
で
同
地
へ
と
向
か
っ
た

が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
移
動
で
き
な
い
ほ
ど
の
深
刻
な
病

状
で
あ
っ
た
と
い
う
（Badā’ i‘ , vol. 3, p. 130; N

ayl, vol. 7, p. 
 191

）。

（
107
）　N

ayl, vol. 7, pp. 161-162.

（
108
）　

長
谷
部
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ナ
研
究
の
立

ち
後
れ
の
理
由
に
つ
い
て
、
同
地
へ
の
巡
礼
を
メ
ッ
カ
巡
礼
の
付

随
的
な
聖
墓
参
詣
と
し
て
捉
え
る
見
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と

に
帰
し
て
い
る
（
長
谷
部
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け

る
王
権
・
宦
官
・
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」、
二
一
〇
頁
）。

﹇
付
記
﹈

本
稿
は
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
第
十
二
回
「
未
来
を
強
く
す
る
子
育

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
女
性
研
究
者
へ
の
支
援
（
ス
ミ
セ
イ
女
性
研
究
者

奨
励
賞
）」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


